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日本ウレタン建材工業会
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ウレタン塗膜防水システム jり’·~、:9•9'；?＇
サラセーヌは強く、美しく、

直射日光や風雨から

住まいを守ります！
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屋上／ルーフバルコニー

•ウレタン塗膜防水 ／通気緩衝工法

サラセーヌAV工法

口 •ウレタン塗膜防水 ／ 一般密着工法
サラセーヌSD工法

旭罷子株式会社
〒100-8405
東京都千代田区丸の内1-5-1

（新丸の内ビルディング）

AGCポリマー建材株式会社
〒103-0013東京都中央区日本橋人形町1-3-8（沢の鶴人形町ピル） TEL.03(6667)8421 

仙台営業所 TEL.022(299)6371 九州営業所 TEL.092(431) 5154 

名古屋営業所 TEL.052(219)5491 北海道出張所 TEL.011 (241) 5120 

西日本支店 TEL.06 (6453) 6401 久喜工場 TEL.0480(23)0331 

技術研究所 TEL.0480(22) 6300 

http://www.saracenu.com 塁ヽ懸醤昌易珈E漏



AGC 

約 U ニヽ^ とノ社の各サラセーヌ
工業会会員で日本の屋根を守ります。

r新しい防水技術と技能者の養成には、l
特に力を注いでいます。

p良い材料
一

マ ッチしたエ法…••JASS 8 

高い施工技術……••塗膜防水技能士
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北海道Z5セづ瑶: TEL.011 (241)5120 中那立5セグヌ工業会 TEL052(219) 5491 

東茄立5とクヌ工業合 TEL.022(299) 6371 /JIJ西タラCク＇工菓合 TEL.06(6453) 6401 

“9Cク＇業会 TEL.03 (6667) 8427 九州立ゴCク工業合 TEL.092(431) 5154 

随硝子株式会社 AGCポリマー建材株式会社
本 社 〒100-8405 東京都千代田区丸の内1-5-1（新丸の内ピルディング） 本社 〒103-0013東京都中央区日本橋人形町1-3-8沢の鵡人形町ピル TEL03(6667)8420

ホームページで『サラセーヌ』の情報発信中 ！！ http:9/www.saracenu,com ’ 
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ガード・ゼ
（新環境型1

コロテクトネオワン

負

ーガード
（新環境型2液ウ

TVJシート
TVJ．ジ―-・トW

dPテ＇イツ，，カル一 7ィン7株ボ会社
本社・東京営業所
T'l 51-0053 東京都渋谷区代々木 3-24-3新宿スリーケービル 5F

fi (03) 6859-5020 FAX.(03) 6859-5024 
大賑営業所
丁 541-0045 大阪市中央区道修町 3-4-11新芝川ピル 7F

fi (06) 6231-8501 FAX.(06) 6231-8505 
名戸屋営業所
T'464-0075 名古屋市千種区内山 3-10-17今池セントラルビル8F

n (052) 744-1011 FAX.(052) 735-0011 
札鱗営業所
丁060-0809 札幌市北区北 9条西 3-19-1ノルテプラザビル3階C号室

ff (011) 804-8070 FAX.(011) 804-8071 

■ティックプルーフィング工業会
事務局
〒151-0053 東京都渋谷区代々木 3-24-3新宿スリーケービル 5F

1l(03) 6859-5023 FAX.(03) 6859-5024 
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ダイフレックス防水工事業協同組合- -部
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〒060-0809
〒983-0852
〒950-0863
〒273-0025
〒330-0843
〒163-0825
〒220-0023
〒464-0850
〒531-0072
〒812-0016

本部〒151-0053東京都渋谷区代々木3-24-3新宿スリーケービル4階
TEL: 03-6859-5030 FAX: 03-6859-5031 

札幌市北区北9条西3丁目19-1 ノルテプラザビル3階c号室
仙台市宮城野区櫂岡4•5•22
新潟市東区卸新町3-16-29
船橋市印内町584-1 中島ビル6F
さいたま市大宮区吉敷町1•133•1 ワンライトビル6F
新宿区西新宿24•1 新宿NSピル25階私書箱第6086号
横浜市西区平沼1 - 1 •3 横浜オーシャンビル9F
名古屋市千種区今池3-12-2OKAピル
大阪市北区豊崎2-7-5新御堂豊崎ビル5F
福岡市博多区博多駅南3-1-1 博多南マークビル5F

―-3 -

TEL : 011-804-8050 
TEL : 022-207-5010 
TEL : 025-279-3061 
TEL : 047-436-1581 
TEL : 048-646-4870 
TEL : 03-5381-0231 
TEL: 045-290-9751 
TEL: 052-735-3991 
TEL: 06-6292-0511 
TEL : 092-432-9220 

FAX : 011-804-8061 
FAX : 022-207-5011 
FAX: 025-279-3065 
FAX : 047-436-1584 
FAX : 048-646-4871 
FAX : 03-5381-0232 
FAX : 045-290-9755 
FAX: 052-735-3992 
FAX : 06-6292-0522 
FAX: 092-432-9221 



ーオルタックモード1

MODE 
新環境対応型ウレタン塗膜防水材

DLTACMO口E
オルタックモード

新発売

オルタック防水が、

ウレタン塗膜防水の新しいMO口Eを創ります。

性能ー使いやすさを追求一

l.オルタックスカイで好評の、主剤・硬化剤着色化を継承。

攪拌状態がひと目で判り、防水層の完成度を高めます。

2.硬化促進剤の添加で速硬化にも対応。

1年を通じて、気温の高い夏から低温の冬季まで活躍します。

（「オルタック硬化促進剤」を添加することで、硬化速度を調整）

3.環境に対しての諸性能を向上させる一方で、従来のウレタン防水材料と同等の作業性と、充分な可使時間を

確保しました。（当社比）

4 高耐久・高反射タイプのOTコートシリコーンクールや、スタンダードなOTコートAなど、多種・多色のトップ

コートをお選びいただけます。

環境ー安心•安全を追求ー

l.特定化学物質障害予防規則（特化則）には該当していません。

2.厚生労働省、文部科学省などでシックハウス（室内空気汚染）の原因として指定や測定対象となっている物質

を含有していません。

3.シックハウスヘの対応において、最高評価のF*＊＊女を取得しています。

eg全国防水改修工事業団体連合会
http://www.bousuikaisyu.com 

百＊田島ルーフィング株式会社
, http://www.tajima-roof.jp 
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JIS A 6021建築用塗膜防水材認証品
認証番号 JP0308008JP（プルーフロンエコ・ブルーフロンパリュー・ブル—フロンエコ速乾・プルーフロンエコ目止材・ブルーフロンバリュー NS ・

プルーフロンエコNS・ブルーフロンエコMIO ・ ブル—フロンエコ速乾NS)

認証番号 TC 03 07 200 EBS（プルーフロンQS)

， 

登録品種 登録番号

●プJI.,—フロンエコ ・・・・・・・・・・・・・・ ・・ ・・ ・・・・・・ ・ ・ ・ ・ ・・ · · N03139

●プルーフロンエコNS ・・・ ・・・・・・・・ ・ ・・・・・・・・ ・ ・・・・ ・ ・ • N03140

●プルーフロンエコMID・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・--N03185

●プJレーフロン）＼‘リュー ・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・N03174

●プルーフロン） ＼‘リューNS ・・・ ・ ・・ ・ ・・・・・ ・ ・ ・ ・ ・・ ・・ ・ ・ •N03181

●プルーフロンエコ速乾・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・N03199

●プルーフロンエコ速乾NS· ·· ·· · ··· …•....… •• N03200

●プルーフロンエコ目止材・・・・・・・.....・・・・・・・・・・・・N03201

●プルーフロンNT-F水性ポンド…… •• …… •• N03203

●プルーフロンNT-FエコポンドH ・・・・・・ 9 • …… •N03184

●プルーフロンプライマーS ・・・・・・ ・ ・・ ・ ・・・ ・•・ ・・ ・ ・ · · N03121

●プルーフロンプライマーU ・ ・ ・・・・・・・ ・ ・・ ・ ・・・ ・ ・ ・ ・ • •N03124 

●プルーフロンエコプライマー・ ・・・・ ・ ・・・・ ・ ・・・・・・ ・ •N03141

●プルーフロンエコ水性プライマー ・ ・ ・ ・・・・・・… • N03138

●プルーフロンGRトッブフッ素 ・・・・・・・・・..…… • N03183
●プルーフロンGRトップ・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・N03122

●プルーフロンEGトップシリコンマイルド……N03177

●プルーフロンエコ水性GRトップ ………… • ••N03182

●プルーフロンエコ水性トップ・ ・・・・・・・ ・ ・・・ • … ••• N03145

●エポラ＃2プライマー・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・N03105

●エポラ＃3プライマー・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・N03188

●シルビア金属用プライマーM • ………••••… •N03102

●NTミラクルフィラー・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・N03179

●NTカチオンエース・・ ・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・N03202

R日本特殊塗料株式会社ご丑烹茫詈王:ojp/ | 
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ストライプ粘着ブチル自着層付通気緩衝シート

CAマットSB
ポリエステル不織布と粘着ブチルから構成される通気緩衝

工法専用シートです。表層の特殊フィルムは十分な撥水効果

があり、施工中の降雨にも影響を受けにくくなりました。不

織布の柔軟性と粘着ブチルの接着力により各種下地になじ

みやすく、2液反応型カラーウレタン『コスミック PRO』との

組み合わせにより下地追従性、通気性に優れたウレタン塗

膜防水工法を形成します。

特長

①優れた『通気』『編衝』性雛

裏面のストライプ状の粘纏ブチル層とポリエステ

ル不織布の複合通気システムにより優れた通気

性能を有します。また、寸法安定性に冨んだガラス

クロス補強層と柔軟な不織布との組み合わせによ

り優れた下地追従性（緩衝性能）を発揮します。

②書糧防水下地への籠エが可熊です

裏面のストライプ粘着ブチル自着層は、各種プラ

；マーとの組みあわせにより、各種防水下地によ 患租
なじみ良く下地面に接着します。 項目

③優れた籠工性

ポリエステル不織布をベースにしている為、軽重

で運搬が容易に行えます。

また、表層の特殊フィルムは十分な撥水効果があ

り、施工中の降雨にも影響を受けにくい。

長さ(m)

幅（叩）

厚さ（面） ： シート部

汐一卜＋自●層

単位質量(g／ポ） ＇

引張強度(N／on), たて

， よこ

伸び率（％） たて

i よこ

CAマットSBのメカニズム

*• 水蒸気

ガラスクロス

ポリエステル不繊布

粘●ブチルゴム

躯体コンクリート

ジョイントテーブ＊
I 

＊シートのジョイントは長手方向、短手方向ともに
つきつけとなります。

＊ジョイントテーブは、メッシュジョイントテープを
推奨します。

規格値 項目 規格直

上 引裂強度(N) ：， たて 50以上

1,000 ：よこ 60以上

09 折曲試験('C) iたて -20℃以上
l 2 iよこ -20℃以上
750 寸法安定性 ；； たて 000士050

90以上 (60℃-48h「） よこ 0.00士050

90以上 通気量（叫／min) 200以上

40以上
渭定方法は、JISA6013に準拠する

40以上 但し．通気●のみ旧JASSBに準じた社内法による．

通気緩衝

工法

CAマットSBを下地に貼り付はその上にウレタン塗膜防水材を積暦する露出歩行用防水工法です。
CAマットSBは、下地に含まれる水分による防水層のフクレを防ぎ、下地の挙動を緩衝する働きをします。
また、CAマットSBは表層の遮水フィルムにより、施工途中の降雨による影響を受けません。

ユ—フレッ29ス株式会社
| http:／／www.uplex.jp/ | 

PR012仕様

PBG-20工法

工法 使用材料 使用量

l ]スミック・ブうR-02遠／n1

CAマットSB1.om1rr1 
---------------
2 メッシコヅ3イ9トテーブ 1 2m/n1 
---------------
端末テープ O 3m/n1 

3 コスミックPROl21.3遠／n1

4 コスミックPROl27 3kg／ポ

5 コスミック・トッ:1P0 2kg/n1 

PBG-30工法

平均膜厚 工法I使用材料 I使用量 I平均膜厄

宣三
2111TI 端末テーブ ID.3m/rrll 3叩

尼

本社 〒160-0023 東京都新宿区西新宿3-5-1（日石新宿ビル10F)
TEL. (03) 5321-9761 FAX. (03) 5321-9767 



31三Iンっ ウレタン塗膜防水材シリーズ
一 一 一COSMIC-PRO CO$MIC-eco COSMIC-RIM" 

•• L"1':..凰:-一置！1,遭••• •• n・:『＇一

（株 A p E x 埼玉県川越市
（株） 洸 千葉県野田市

（掬工 イ ケ ン 埼玉県八潮市

ェスアイ工業 （街 北海道稚内市

侑） 工 ス ク 東京都立川市

侑 エムピーエル 埼玉県さいたま市

l」¥ 野防 水 （街 茨城県石岡市

侑 沖 防 水 神奈川県座間市

聡 和 ア ト東京都新宿区

カバサワ防水工業 埼玉県上尾市

採ケイマックス 東京都杉並区

光 栄エ 業 （株）東京都練馬区

誅 言 長 千葉県市川市

採コミヤトータル 栃木県小山市

侑） 金野 工 業 東京都葛飾区

誅サウザンリーフ 神奈川県川崎市

佐々木レ ジ ン （探 神奈川県川崎市

侑サトー建工 埼玉県越谷市

侑佐野防水工業 東京都西多摩郡瑞穂町

サンエークリエイト（掬 東京都江戸川区

（探システムモルナイ ト 埼玉県所沢市

味 し ん せ ん 東京都杉並区

盲-- 装産業 （株 東京都北区

味 ス J ( ）レ 東京都西東京市
卸 壮伸 建 材 埼玉県川越市

太陽テクニカル侑 茨城県土浦市

昧高野工務店 東京都足立区

昧 夕 ム フ 東京都府中市

多摩防水技研 （株）東京都日野市

ティエヌケー （街 東京都足立区

栃木アンカ ー 工業（株）栃木県栃木市

昧 トミヨシ商会 東京都大田区

（株） 卜 工 ン 東京都渋谷区

（株） ナ オ シ ン 東京都杉並区

南満建材工業 （掬 千葉県船橋市

（株 日 防技 研 東京都練馬区

日本シールス （株）東京都世田谷区

（株野ロシール工業 長野県松本市

昧 ハイテック 東京都東村山市

園ハイ パーシール工業 東京都板橋区

芳賀防水工業神奈川県川崎市

（株） 浜 田 屋群馬県高崎市

コスミック工業会

一

049-299-7973 陳 春 樹 東京都立川市 042-534-4581 
04-7120-2234 （掬 ピルドテック 東京都青梅市 0428-32-4040 
048-998-0370 味 廣瀬防水 東京都あきる野市 042-588-5 l l 2 
0162-33-6407 洵福西防水 東京都品川区 03-5702-2276 
042-537-0085 味 府中防水工業 東京都府中市 042-362-5650 
048-788-3140 北斗工業侑 東京都杉並区 03-6794-994 l 
0299-22-4031 掬マックス工業 神奈川県相模原市 042-779-7551 
042-767-2297 味 Max・ Pro・Seal 東京都練馬区 03-3577-1612 
03-5330-6451 丸稲 興業 昧 新潟県長岡市 0258-33-0668 
048-725-9500 （株） 池 東京都大田区 03-3721-8230 
03-5929-1514 （樹ミタ テ ヤ創建 神奈川県川崎市 044-750-941 l 
03-3928-2271 （掬森下防水 東京都江戸川区 03-3674-6153 
047-396-8777 名東クリ ー ン防水聡 名古屋市名東区 052-777-7551 
0285-45-8383 侑ヤマモト工業 神奈川県横浜市 045-592-7366 
03-5629-6547 味 ヨ シ ダ 茨城県古河市 0280-48-64 l 9 
044-988-6459 株 リフォームア ップ 東京都板橋区 03-6454-9507 
044-344-8591 レオン工業 （街 東京都新宿区 03-3355-6331 
0489-87-0295 
042-556-431 l 
03-3698-334 l ー一賛助会員〉

042-990-3431 味 ア ク ト東京都練馬区 03-5921 -3655 
03-3311-2196 （採 ア ル ゴ 東京都千代田区 03-5835-1507 
03-3906-2314 侑 工 コ ル 東京都練馬区 03-5987-0730 
0424-68-6161 木村ファイン通商（株 東京都千代田区 03-3256-4481 
0492-45-6560 光栄商事 （株 東京都練馬区 03-3928-581 l 
029-825-0270 諒 サ ム 東京都練馬区 03-5946-4447 
03-3605-2569 昧秀カンパ ニ ー 東京都文京区 03-5800-2451 
042-366-7473 味 夕 ナ ペ 東京都杉並区 03-3396-6606 
042-594-3511 誅 ダ ン l ¥ フ 千葉県印西市 0476-46-1223 
03-5697-7001 （探 D C T 東京都渋谷区 03-6276-3671 
0282-24-6637 東部塗料 味 埼玉県八潮市 048-995-2137 
03-3775-2203 昧 シ ノ 東京都杉並区 03-3399-8808 
03-3379-2073 株 フロンティア 東京都豊島区 03-3986-0871 
03-5382-0400 三井化学 （街 東京都港区 03-6253-4094 
047-440-2881 聡守谷フィールド 長野県長野市 026-282-4225 
03-5999-5560 
03-3415-8624 
0263-57-5371 
042-409-2224 ----<協賛会員〉

03-3554-0081 日 曹商事 （街＇東京都中央区 l ＇ : ！ 03-3270-0703 
044-522-4530 野口興産味：i東京都練馬区 03-3994-2801 
027-364-451 l ユープレックス （樹東京都新宿区 03-5321-9761 

〒160-0023 東京都新宿区西新宿3-5-1 日石新宿ビルIOF（ユープレックス（悧内）

TEL: 03-5321 -9761 FAX: 03-5321-9767 

ユ—フレッワス株式会社 □本社・東京営業所 〒160-0023 束京都新宿区西新宿3-5-1 日石新宿 ビル!OF

一
TEL: 03-5321-9761 FAX: 03-5321-9767 
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I ニーズをかたちに―HAMATITER| 

改修工事での防水材料の三てズに

まとめて

t-

I 
が向上しま

_J  

ノンブリ..!...ドタイプ
ハマタイトの製品シリーズ

l:各種仕上げ材との付着性、非汚染性に

優れます。

2:幅広いラインナップがあります。

石,-; ~ 

SC-500SL l成分形 ポリサルファイド系

．スーバーIINB 2成分形変成シリコーン系

UH-01 NB 2成分形 ポリウレタン系

SEAL21 NB 1成分形 ポリウレタン系

Prism NB l成分形 ポリウレタン系

クイッ急 NB 1成分形 ボリウレタン系

※その他製品もラインナッブしております。詳しくは下記もしくはお近くの弊社販売窓口へお問い合わせください。

|言YOKOHAMA竺己翌竺丑竺wwwyrcCOIP/hamatIteI I 
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, 芳香族アミン硬化剤 I 
芳香族アミン化合物

•イハラキュアミンMT(MBOCA)
Cl. .Cl 

店Nーし〉-CH,-0—NH2
•CUA-4 

出N-0t。-CH,C店CH,・iC-0-NH2
•キュアハード-MEO-J

CH3 CH, 

出N~二己H2-Q-NH,
C,H, C出s

•エラス トマー 1000P
0 0 

H,N-0-~-o-fcH,CH,CH,CH,or.~-0-NH, 

•ポレアSL-lOOA 

゜-0-K 
CH, o 

H,N ／一＼もo CH2CH2CH,cH,o七CH,CH,CH姑o十9-0-NH,

アミン含有液状硬化剤

•イハラキュアミン ML-100
イハラキュアミンMT35％溶液
（可塑剤に溶解）

•イハラキュアミン ML-620
変性アミン50％溶液
(PPGに溶解）

•イハラキュアミン ML-630
変性アミン50％溶液
（特殊ポリオールに溶解）

•各種ポリオールにMBOCA溶解品
各種可塑剤にMBOCA溶解品

（受託生産も可能）

新規熱硬化性ポリウレアエラストマー ポレアは全く新しい熱硬化性エラストマーです。
高強度・高弾性・耐熱性・耐水性・耐衝撃性・耐久性に優れます。

ポ IJ >'R 用：；ス9Et,I.翌迂儡：種弾性ロール ：はこ孟唱
打＼ラケミカJし工業株式会社:門9盟悶言昌一贔~ ~?tp;~こ；口二ごt。↑pり



ご挨拶

日本ウレタン建材工業会

会長 石渡潤

会誌36号の発行に際し、 一言ご挨拶申し上げま

す。

初めに、関係省庁、学会及び関係者の皆様方には、

出工業会並びに会誌「ウレタン建材」に対して心温

まるご指導とご支援を賜り、厚く御礼申し上げます。

さて、前任の芳賀会長の退任に伴い、9月開催の

臨時理事会にて、残りの任期を引き継ぐこととなり

ました。

若甜者ではありますが、皆様方のご支援を賜りな

がら、その大任を全うしたいと思います。

ウレタン塗膜防水につきましては、昨年の束日本

大震災の影孵を一部引きずりながらも、少しづつ回

復してきています。

2011年年計では、前半の出荷減を下半期でカバー

し、前年比 102%となりました。

2012年上半期も、 一昨年との比較でも、 108.4%

の伸びを記録しています。

これは、作業性 ・柔軟性という面において、ウレ

タンという素材の長所が防水事業において根強い評

価を受けていることのあらわれと考えてよいと思い

ます。

しかしながら、以前からの社会的ニーズとして

テーマに挙がっている「環境対応」「高耐久・長寿命」

「工程省力化」は、待ったなしの状況です。

上記の課題に対し、タイム リーに情報発信してい

くことが、市場の理解と評価をいただけることにつ

ながると考えています。

さて、今年度は、 3月に「ウレタン塗膜防水施工

マニュアル」を改訂しました。

1991年に第 1版刊行以来、 20年以上に渡りウレ

タン防水施工の教科書的な役割を担って来ていま

す。

ウレタン防水の付加価値を付与する上で、またお

客様に信頼していただくために、ぜひ、このマニュ

アルを活用していただきたいと願っています。

また、「ホルムアルデヒド自主規制表示認定」取

得品種ならびに 「voe自主規制表示認定」取得品

種は、 着実に数凪を伸ばしており、炭境負荷の低減

に寄与しています。

今後につきま しても、社会的なニーズに応えるた

めに、材料、技術開発、認定制度の充実に努めてい

きたいと考えております。

今後も、住宅着工件数等の新築需要は、先行き不

透明ではありますが、 改築 ・改修市場は比較的堅調 当工業会を取り巻く市場環境は、益々厳しい状況

に推移すると見込まれます。 にありますが、ウ レタン建材市場の発展のために尽

ウレタン塗膜防水の活躍の場は、まだまだ広がる 力してまいりますので、今後とも関係各位の皆様方

と思います。 のご支援 とご指瘍をお願い申し上げます。
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特別寄稿 I 

保証書的廃品化と
ウレタン防水層の寿命

「計画的廃品化」という言葉があるそうである。こ

の言菓を知ったのは、天野祐吉さんが朝日新聞に定

期的に書かれているコラムであり、その中で白熱電

球を例にとって説明がなされていた。

最近の LED電球の寿命は公称4万時間なのだそ

うである。私も気になったので、早速近所の屯気機

器狐販店に行って、 1個買い求めてきたが、本当に

そう書いてあった。そして今までの白熱電球は、寿

命がほぼ l千時問ということであった。

私の以前住んでいた家には門灯が付けられてお

り、 40Wというささやかなものであったが、夜は

防犯のために毎l_1白熱電球を点灯していた。途中、

外の明るさに連動して点灯するように改善したの

で、実質点灯時間は少なくなったが、それでも平均

すると夜間 8時間くらいは使用していたのではない

かと思う。だから計算上の寿命は約 125日となる。

実感でいうと、もう少し長持ちは したような気はす

るが、それでも年に 1、2回は交換を余儀なくされ

た。特に我が家のものは古いデザインで、電球の取

り替えにくい構造であった。交換作業は私の仕事で

あったから、そのたびに憂鬱な気持ちにさせられた。

無理な使い方をしているわけでもないのに、どう

してこんな早く切れるのか不思議に思っていたが、

夭野さんのコラムでその理由を知ったのである。天

野さん自身も NHKで放映されたドキュメンタリ ー

番組「電球をめぐる陰謀」で知ったとのことである

が、それによると 1925年にジュネーブで「電球の

寿命は 1千時間にしよう」という国際的なカルテル

が関係者の間で結ばれたというのである。要すれば、

いつまでも長持ちされては困るので、 1千時間で切

東京工業大学名誉教授

田中享二

白熱電球 ；計画的廃品化で寿命は 1千時間だそうである。

れるようにして、買い替えを促進しようということ

になったというのだ。当然消貨者は蚊帳の外である。

このコラムを読みながら、防水も似ているぞと

思った。今の防水陪の寿命の相場は 10年であ る。

その根拠は 10年保証である。防水の場合は、電球

のように闇カルテルが結ばれたわけではないが、何

となく商習慣として 10年保証が定着していた。だ

からどのメーカーにも、それで 1—分という 気分が錢

延していた。材質が異なり、柚成の異なる防水府が

同じ寿命になるはずはないのに、である。むしろ寿

命を揃えようとすることの方がよほど難しく、もっ

と高度な技術が必要とされるのではないか。

さらに 2000年には、国交省（当時は建設省）がそ

れに法律的根拠を与えてしまった。いわゆる晶確法

による 10年保証である。もちろん建設省の担当者

はそんなことは意識せず、むしろ善意で消費者に不

利にならないよう、 今まで商習慣に過ぎなかったも

のを法律化したのだと思うが、結果的には防水は

10年で十分ということを合法化してしまった。

--12 -



そのためどのメ ーカーもどのゼネコンも施工者

も、正々堂々と 10年だけを目標にすることになっ

てしまった。10年間だけ羅水しなければよい。そ

れで文句があるかと言わんばかりである。これは保

証を1隠れ蓑にした、一種のカルテルではないか。天

野さんのコラムの言葉をもじって言えば、「保証書

的廃品化」である。そして犠牲者は、そのからくり

を全く知らされていない消費者である。

ここ数年来、防水屈の長寿命化を訴え続けている

が、なかなか良い反応が返って来ない。せっかく平

和に商売しているのにと、逆に迷惑顔である。でも

考えてもらいたい。建築は単なる工業製品ではない。

最近の建築はそれに近くなっているかもしれない

が、精神は全く違う。確かに建築も我々の生活を快

適にするための道具であるが、あわせて文化の伝承

装四と しての使命も持つ。親から子へ、子から孫ヘ

と無形の文化を、建築物という有形の装置を使って

伝承させているのだ。三世代洗濯機とか三世代自動

車という言葉は奇妙であるが、 三世代住宅という 言

葉は使ってもおかしくないし、むしろ好意をもって

受け入れられるのは、そのようなことが背景にある

からである。だから建築は絶対に「計画的廃品化」

をしてはならないのである。三世代のイメージは年

数で表すと、おおよそ 100年である。その並びでゆ

くと、防水層の寿命として期待されるのも当然 100

年である。ただ防水材の原材料は有機材料であるか

ら、いくらなんでも今の技術では無理である。そう

するとせめて一世代、これくらいは担保してもらい

たいということになる。防水層の寿命 30年、これ

が防水分野が消費者に対し責任を持たねばならな

い、さしあたっての目標である。

さてウレタン防水である。国交省の標準仕様告を

みても、建築学会の標準仕様書JASS8をみても、

ウレタン防水陀iは3mmと書いてある。仕様書は作り

方だけを書く文害である。寿命は書いていない。寿

命は使われる地域や使われ方に依存し、 一定ではな

いからである。ただ消費者はどの位使えるのか知り

たい。そこで出てきたのが最低 10年は大丈夫です

よという、最低保証の考え方である。もともとはア

スファルト防水附で作られた営業用のツールであ

る。それがすべての防水層に広まり、しかも最近は、

防水庖の最長の保証期間に変わりつつある。ウレタ

ン防水陪も然りである。

結局、ウレタン防水層では厚さ 3mm寿命 10年が、

今の相場である。 ところが最近はもっと菊くてもよ

いのではないか、という声も出てきた。特に実務者

にはそのような意見の持ち主が多い。この背娯にあ

るのが、「f呆証書的廃品化」の思想である。 とにか

< l0年以上は無駄なのだ。
私も保証',|｝的廃品化の立場に立つとそのように感

じることもある。個人的なことであるが、大学院の

修士論文研究の疲労試験をはじめとして、ウレタン

防水層の耐久性に関する仕事を死ぬほどやらされて

きたから、ウレタン防水恩の寿命が厚さと密接に関

係する事は体感しているし、その延長線上で 3mmと

いう数字の持つかなりの実力も実感している。

だからといって厚さを差値切ってもよいという話

ではない。ましてや昨今蔓延している菊付け防水層

は赦される話ではない。これらの悪弊はすべて保証

書的廃品化の考え方が後ろに横たわっている。

ウレタン防水層； 保証書的廃品化はしないでほしい。

我が家にも新しい門灯がつけられた。ふたを開け

て調べてみると、ランプはやはり LED電球であった。

使い始めて 1年を過ぎたが、さすがに交換しなけれ

ばならないような気配はまったくない。何せ寿命

4万時間である。年に直す と4.6年。夜通し電気を

つける人はいないので、一日 8時間点灯したとする

と、 13.7年使えることになる。これは防水）団の「保

証書的廃品化」寿命の 10年より 4年ほど長い。防

水層の方が電球より寿命は短いのだ。なんともおか

しな話ではないか。
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特別寄稿 | 

改修工事標準仕様書の制定に向けた
日本建築学会の動き

早稲田大学理工学術院

創造理工学部建築学科／創造理工学研究科建築学専攻

1.はじめに
日本建築学会では、準備会での 2年間の検討を経

て、 2011年4月から材料施工委員会の下に 「改修

工事運営委員会」を設置し、「改修工事標準仕様書」

の制定に向けた検討を行っている（図1)。

去る 2012年9月に開催された日本建築学会大会

（東海）では、材料施工部門研究協議会のテーマに取

り上げられ、その制定に向けた検討状況の報告やま

とめ方の基本方針等に関して討議が行われた。

本稿では、屋根防水改修を中心に、維持保全の現

状と今後の検討課題についてその概要を説明する。

員会

内外装工事運営委員会内に設置

工事運営委員会内に設置

囮1 日本建築学会改修工事運営委員会の組織

2.改修工事標準仕様書のイメージ

日本建築学会で想定している改修工事標準仕様書

は、単なる改修工事の施工梱準ではなく、建築物の

輿石直幸 ......,

診断」、「改修設計」、「改修施工」および「モニタリ

ング（内容は未定）」の 6編から成り、「一般共通事項」

以外の各編は、「総論」と「各論」で構成される。

各論部分は、「構造体・基礎」、「屋根・防水」、「外壁・

庇 ・軒 ・外部建具」および「天井 ・内壁 ・内部床 ・

内部建具」のパートから成る。

スケジュールについては不確定な ところもある

が、出版と講習会は 2015年度以降になると思われ

る。

今匝lは、 RC造編(SRC造を含む）が対象であり、

その他の鉄骨造や木造などについても順次、これが

完成した後に作業が行われる予定である。

RC造が対象のため、防水下地の種類は現場打ち

鉄筋コンクリ ートが主である。

改修の対象部位としては、陸屋根、バルコニー、

開放廊下、庇類などが挙げられる。

防水改修の仕様については、新規に施す防水層は、

現行の防水工法の中から選択すればよいが、撤去す

る防水層や残憤する防水層については、古い仕様が

対象となる可能性もある。そのため、公共建築工事

標準仕様書り （標仕）や日本建築学会編建築工事標準

仕様書防水工事2)(JASS 8)について、旧版まで遡っ

て標準仕様の変遷を整理する必要がある。

維持保全の一連の業務を対象としている。既に、本 3 ．~築i物の~唯持保全に関する既往研究

会からは、建築物の維持保全に関する技術指針等が 維持保全に関する研究は、 1980年からの 5年間

多数刊行されており、これらを統一した概念の下に で行われた建設省総合技術開発プロジェク ト3) （以

整理 ・統合した標準仕様書を作成しようとしている。 下、耐久性総プロ）」に始まり、その後、 1986年か

その構成は、「一般共通事項」、「保守・点検」、「調査・ らの 3年間、これをより実用的に発展させた官民連
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帯共同研究りがある。これらの成果は、日本建築学

会も含め、その後の研究活動に受け継がれ、今日ま

でに多数の技術指針類が刊行されている。

「耐久性総プロ」から約25年が経ち、その間に材

料や工法は進化し、また社会情勢の変化に伴い建築

物への要求も変わった。そのため、 2009年からの

2年間、「建築物の長期使用に対応した材料・部材

の品質確保 ・維持保全手法の開発5) （以下、総プロ

の見直し）」が実施された。

以降は、防水の維持保全に焦点を絞り、調査・診断、

改修設計および改修工事の各段階について、現状と

課題を説明する。

4.防水の調査・診断
調査 ・診断技術の大枠は、「耐久性総プロ」の時

で既にできており、その後、「官民連帯共同研究」

や学会等で、何度かバージョンアップがなされてい

る。最近行われた「総プロの見直し」においても改

良が圏られた。

■調査・診断のフロー
基本は耐久性総プロの時と同様であり、 図2に示

すように 3段階で行う。

1次診断では、最上階の天井や外周壁の内装にお

ける淵水やその痕跡の有無を目視で判定する。淵水

や痕跡がなければ2次へ、あれば3次へ進む。

2次診断でも、目視観察が主であるが、劣化度を

判定する。判定基準は、 IIIが「原則、補修用調査を

実施」、 11が「放置可能だが、早期に再診断が必要」、

lが「現状放置とするが点検を継続」となっている。

3次診断では、防水層を切り取って物性測定を行

い、大規模改修か部分補修かを判断する。

■ 2次診断の調査項目および劣化度
2次診断は、実務で活用される機会が多いことも

あり、「総プロの見直し」で再検討された（表 1)。

■調査・診断に関する課顆
(1)調査・診断フローと実務との乖離

実際には、雨淵りが生じてから対処する事後保全

が多く、漏水がなくても 2次診断を実施するという

予防保全的な考え方をどの程度浸透させられるか。

また、実務では、補修の要否を 2次診断で判定し、

3次診断を実施しない場合が多い。逆に、 2次診断

において劣化度IIIはかなり悪い状態を該当するが、

3次診断で補修不要となるルートが想定されている

など、若干の微調整が必要と思われる。

(2)状態と性能との関連付け

防水の劣化度は、基本的に「状態」の評価であり、

淵水危険度などといった尺度を有する「性能」との

関連付けが乏しいのが現状である。表 1における劣

化度の判断基準は、経験豊富なエキスパート の協議

によって定めたものであるので、「状態」と「性能」

の関連付けがまったくなされていないわけではない

が、より客観的な根拠データが求められている。

(3)構造体に変状が発見された場合の対処

防水改修が目的で調査・診断を行ったとしても、

【1次診断の方法】
〔調査項目〕漏水またはその痕跡

〔調査方法〕目視検査
〔調査部位〕最上階の天井、外周壁の内装等

[2次診断の方法】
〔調査項目〕表 1を参照
〔調査方法〕目視検査

〔調査部位〕屋根防水層全面

【3次診断の方法】

〔調査項目〕
防水層の劣化状況、防水層の物性、
下地との接着強さ、シート相互の接着の程度
〔調査方法〕

観察、切取り試料による試験
〔調査部位〕

劣化が平均的な部分と激しい
部分について各々2箇所以上

スタート 【1次診断の判定基準】
m．漏水有り （補修用調査が必要）
II: -

［．漏水無 し （必要に応じて 2次診断を行う）

【2次診断の判定基準】
皿 ：原則として補修用調査を実施する

II:現状放置可能だが、早い時期に再診断が必要

I:現状では放置とするが点検を継続

3
 

【3次診断の判定基準】

m．原則、大規模補修を行う
II 大規模補修又は部分補修を行う

（但し近い将来、大規模補修要）
I :部分補修を行う

図2 劣化診断のフロー 3)

-15-



表1 2次診断の調査項目と劣化度（露出防水工法の例）5)

詞査項目
劣化度

m II I 
防水層の破断、損傷 防水層の破断 防水層のひびわれ 外観上の異常を認めず

塗膜防水以外
押え金物・固定金物の脱落、張り 押え金物のゆるみ、末端部シールのは

露
防水層の端末はく離 仕舞・ドレン部のはく離、 口開き く離、端末に近接するふくれ・浮上がり 外観上の異常を認めず

塗膜防水 はく離あり
出
接合部のはく離幅・ずれ幅※1 塗膜防水以外 50％以上 20~50% 20％未満

工

法
立上り隅角部の浮き高さ＊ 塗膜防水以外 50mm以上 30~50mm 30mm未満

仕上げ層の劣化※2 保護仕上げ層の消失 保護仕上げ層の減耗および白亜化 保護仕上げ層の変退色

防水層のふくれ・浮き※3 面積比 30％以上 面積比 10~30% 面積比 10％未満

※ アスファルト系 初期接合幅は100mmとする

1 合成高分子系シート 初期接合幅は40mmとする

アスファルト系 砂落ち80％以上（面積） 砂落ち40~80%（面積） 砂落ち40％未満（面積）

合成高分子系シート 塩化ビニル樹脂系シート防水は塗料無しの場合あり

※ 
塗膜防水（ウレタンゴム系）

保護仕上げ層の消失または 保護仕上げ層の減耗または 保護仕上げ層の変退色
2 白亜化度：等級4~5 白亜化度・等級2~3 または白亜化度等級 1

塗膜防水(FRP系）
保護仕上げ層の変退色

・ひび割れ

機械的固定工法 平平場場固固定定金金具具・とビシスーのト浮上がり
のはく離

※ 
塗膜防水（ウレタンゴム系）

面積比30％以上または1個の

3 長径が300mm以上

塗膜防水 (FRP系）
面積比30％以上または1個の

大きさ（直径）が1000mm以上

＊但し、合成高分子系シート防水機械的固定工法の平場固定金具・ビスの浮上り及び平場固定金具とシートの剥離は部分補修を行う。

パラペットや塔屋の壁面など、鉄筋コンクリ ート構

造体に変状が認められた場合は、適切な処罹が必要

である。安易な判断によって防水改修で済まされる

ことのないよう、適切なルートの確保が必要である。

5.改修設計

基本的な考え方については、官民連帯共同研究や

その後の「建築物の改修の考え方6)」でも内容の充

実化は l~I られているが、実務に展開できるような実

践的なレベルには至っていない。

図3は、官庁建築物を対象とした 「建築改修設計

基準7) （絶版）」における改修工法の選定フローであ

る。保護層の有無、改修後の耐久性のレベル、既存

防水層の種類 ・状態などに応じて、改修工法が選定

できる。官庁建築物では、新築時と同じ用途・外観

に復ILiすること、また改修後の耐久性は新築時と同

様とすることを前提としているため、このような比

較的筒易な選定フローで表現できる。

しかし、民聞の多様な用途の建築物においては、

改修工1［標準仕様書8)に規定されている防水改修工

法だけでは、社会の多様なニーズに応えられない場

合が多い。そのため、現実には多種多様な防水改修

上法が存在している。

■改修設計に関する課題
(1)既存防水工法と防水改修工法の組合せ

屋根に対する要求機能・要求性能および屋上の用

途などに変更がなければ、建築物の耐用年限を通じ

て同一の防水システムを採用し続けるのが基本であ

ろう 。しかし、改修工事では、特に、施工上の制約（火

気使用、騒音・振動、臭気・ガスの発生、下地の状態、

作業時間、廃棄物など）も多い。

実務の場面で採用される頻度の高い防水改修工法

は出来るだけ標準に取り上げたいが、日本建築学会

としては、信頼性の乏しい工法は採用できないとい

う立場もあり、その判断を可能とする客観的な根拠

を揃えられるかが、最大の難題となると思われる。

(2)耐用年数の予測

防水に限らず、改修設計では、改修後の耐用年数

が工法選択のポイントとなる。しかし、被せ工法の

ように既存防水府の上に新規の防水層を施す場合に

ついては、改修後の耐用年数に及ぼす影孵に関する

根拠データが乏しいのが現状であり、短期間に結論

が出せる間題ではないと思われる。

6.改修工事

防水改修の施工標準は、新築が対象の JASS8と

大差はないように思われる。既存部分を適切に撤去
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図3 官庁建築物における防水改修工法の選定フロー（文献7より作成）

し、新規防水層の下地としての基本要件を満たすよ については、防水工事運営委員会にも諮り、慎重に

う、残附部分に適切な下地処理を施せば、新規防水 検討したい。

層の施工は新築の場合とほとんど同様である。

7.まとめと課題

以上をま とめると 以下の通りである。

調査 ・診断については、既往の成果物が揃ってお

り、 これらを活用する ことでほぼ対応可能であろう。

改修設計については、厳格な標準仕様書を目指す

のか、解説本や参考書的なものなのかによって、規

定内容や記述方法等が大幅に異なる。この点につい

ては、本会の上部委員会の決定に従う こと になる。

改修工事の部分は基本的に新築工事の場合と同様

である。強いて言えば、撤去方法、撤去後の補修 ・

下地処理方法に関する記述が加わる程度であろう。

しかし、改修工事では、保護コンクリ ート を残し

て新規防水層を施す場合（被せ工法）にて起こりがち

な水勾配の不足、断熱材の付加等による立上り寸法

の不足、アゴ下や開口部廻りの納まり不良など、新

築では標準として認めていないケースも多々ある。

標準外と払い除けるのは箇単だが、それでは実務で

役に立たない仕様古になってしまう 。とはいえ、改

修だからといって容認できる問題でもない。この点
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特別寄稿 I 

リスクの共有・認識・対策

日本大学生産工学部 准教授

永井香織

■第55回建築士会全国大会に参加して が現地の被災状況の辛さ、仮設住宅建設の問題点 と

10月 19日に建築士会連合会の全国大会が開催さ 進まない復興計画、現地の支援状況を被災者として

れ、約 4000名弱の建築士が全国から茨城県水戸市 訴えていたのが、 1年半経過すると、パネラーが冷

に集まった。この大会では、講演会だけではなく 、

建築士が日ごろ各県で活動を行っている 内容を発表

や、統一 したテーマで討議を行ったりしている。興

味深いのは、大会に集まるメンバーである。建築士

の資格を持っている大学関係者、設計者、 施工者な

どは勿論のこと、県庁や市役所の関係者、事務所協

会、開催県の知事、市長など、通常の学協会な どの

専門家の集まりとはまた違ったメンバーとなる。

今回、 日本建築士会連合会女性委員長として、東

北3県および関東3県の「東日本大震災」をテーマ

に、女性建築士の視点から建物の災害状況だけでは

なく、高齢者、障害者、子供な ど弱者の被災状況、

現地への支援状況、復興状況などについて、各県の

状況報告後にパネルディスカッシ ョンのコ ーディ

ネータとして参加（写真 l)した。約半年前、全国女

性建築士連絡協議会で東日本大震災の被災地の震災

直後の状況報告（写真2)を行っていたため、その後

の経過報告として今回は行った。現地の被災状況、

支援状況、そして復興の進捗度などは、大震災直後

から 1年、そして 1年半と時間の経過とともに変化

する。その状況を建築関係者とともに状況認識の共

有を したかったという意図もある。パネルディス

カッションでは、被災地の建築士が、その現地状況

について震災直後からの変化を伝えた。特に印象的

写真 1 バネルディスカッション風景

だったのは、大震災 1年後には、パネラーの建築士 写真2 震災状況
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静にそれぞれの地域の仮設住宅間の問題点や復興に 認識 ・対策」である。

おける課題など、次に何が必要かということを考え、

淡々と現状を語っていった。それは、現地の状況を

受け入れ、前に進む事をし つかり考えている姿で

あった。さらに、「被災者」という 言葉はいつまで

も使ってほしくない。「復興支援」ではなく、「共助」

など支援の形が時間とともに変化するはずだという

のである。

なるほど、確かにいつまでも「支援」ではないで

あろう。LI本の似興に対して、そして未来の日本の

ための「共助」なのである。私が初めて「応急危険

度判定士」として新潟県の地震被害の建物調査（写

真3)に行った時、わずか 1年後に再度発生した地

震被害に対して「 1回目の地震の教訓が活かし切れ

ていなかった。」という話を現地の建築士から聞い

た。この時にリスク管理の難しさを実感したのであ

る。

今回の東日本大震災は、あらゆる意味で「想定外」

であった。福島の原発に関する講派や討議なども

行ったが、抱えている課題が大きく、すぐには結論

を出す事はできない。この紙面ではその話題は割愛

するが、私達がエネルギーとどう向き合っていくか、

その上での建築の在り方は目をそらさずに取り組ま

なくてはならない課題の一つだと思っている。

日本は地震国である。その教訓を活かさない手は

ない。そういった意味で、現地の被災状況、支援状況、

復興状況についでI胄報発信を継続し、今後への対策

に繋げたいと考えている。まさに「リスクの共有 ・

写真3 応急危険度判定士の活動

■シックハウス問題とリスク管理
技術の発展にも長期的なリスクの共有と認識は重

要である。例えば、シックハウス問題が社会問題に

まで発展した当時、建設業界ではまだ業界全体への

俯報鼠が少なく、認識が低く、各社材料メ ーカはそ

の時点で揮発性有機化合物を抑制した材料開発に着

手しているところは少なかった。そのため、私達自

身も確認のために建物に使用する仕上材料を全て測

定しなければならなかった。現場で採用予定の仕上

材料を全てリストアップし、材料を取り寄せ測定し、

データを見ながらその建物の室内のホルムアルデヒ

ドやTVOCを予測する。そして、現場を実測し確

認をする、ということを繰り返し行っていた時期が

ある。その結果を見ると、現場の実測結果の方が高

い濃度の傾向を示した。これは想定通りであるが、

その差がかなり大きい場合もある。どの作業工程が

TVOCに影響しているのかを確認するために、現

場の作業工程を全て実測した。その時に、予め測定

した材料の濃度と現場で使用した材料の浪度では数

値が大きく異なることも多々あった。現場のエ期が

厳しいため、材料納入もタイトなスケジュールで実

施し、そんなことが影響することもあったのである。

また、内装仕上材料に天然材料を選定するより、シッ

クハウス対策品となっている安価な材料を選定する

方が低いTVOCの結果が得られることもよくあ

る。それは勿論、天然由来に揮発性有機化合物のひ

とつであるホルムアルデヒドが高くなる場合もある

のである。有機系材料を選定するときには、そのよ

うな情報を共有し、認識することで、対策を考える

ことができる。情報共有の重要さを認識した事例の

一つであった。

ウレタン防水は、約 40年の歴史がある。同じ材

料が改善し続けながら進歩しているのは、設計者 ・

施工者からの要望を受け取ることとそれに応えよう

とする技術者の努力の賜物だと思う。ウレタン防水

は、 2002年から「環境対応型ウレタン防水材シス

テム」の認定制度をスター トさせているという。建

築基準法におけるシックハウス対策に係る法令が施
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工されたのが、 2003年7月 1日であるから、それ

に先駆け早くに取り組んでいるのである。そういっ

た意味では、猿境対策に積極的に取り組んでいる業

界の一つだと 言える。私の個人的な要望では、「閑

境対応型ウレタン防水システム」に現在認定されて

いるのが何社何商品とアナウンスするのではなく、

「日本のウレタン防水はどれを選んでも環境対応型

である。」とアナウンスできることが理想だと考え

ている。勿論、すぐには到達できないかもしれない

が業界全体の意識が高ければ、そんな日が来るので

はないかと思う。

■超高層建物の大規模修繕
日本の超店陪建物のストック数は、オフィスビル

系、集合住宅系あわせて 3000棟を超え、今なお建

設されている。1970年代から始まった超高居建物

の建設は、初期の建物は築40年になろうとしてお

り、 2回目、 3回目の大規模修繕とバブル時期、そ

れ以降に建設された建物の 1回目の大規模修繕が重

なり、 2020年くらいから超高層建物の大規校修繕

のピークがくると言われている。

超高層建物の大規模修繕は、洗浄工事、防水工市、

塗装工事、タイルや躯体などの補修・改修工事など

がメインとして実施されている。特に防水 ['liとタ

イルや躯体などの補修・改修［事は建物を長期的に

写真4 超高層集合住宅例

維持する上で重要な役割となる。超高層集合住宅（写

真4)の防水工事では、屋上の防水としては、主に

アスファルト防水、シート防水、塗膜防水などが使

用されている。一方、バルコニーや廊下・階段など

では、塗膜防水が圧倒的に用いられている。ウレタ

ン防水や、ウレタン防水＋シート防水（写真5)など

の塗膜防水は、施工性や継ぎ目がないこと、防滑性、

摩耗性などが大きなメリットとして採川されてい

る。現在、日本建築仕上学会企画']1業委員会では、「超

高層集合住宅の大規模修繕の考え方」について管理

会社、設計、施工、専門エ11業、メーカーが集まり、

現在の問題点やこれから取り組む事について討議し

ている。そこででていた話題に、超高層集合住宅の

ベランダなどは、年代によって形状が異なる。現在

はバルコニー連結タイプが多いため、ベランダの隔

板を外して作業をすることができるが、今後はバル

コニー単独タイプもでてくることから、修繕の対象

となる建物ではそれができない事もある。等の課題

が出ている。この様な材料を供給する側としても、

さらなる施工精度と施工手順の簡略化が求められる

と思う 。

■カーポンニュートラル建材
京都議定書の後、地球温暖化対策として国は様々

な取組みを行っている。例えば、原材料調逹から廃

写真5 ベランダの防水
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棄 ・リサイクルに至るまでのライフサイクル全体を

通して排出される温室効果ガスの排出塁を CO2に

換算して表示する「カーボンフットプリント」、あ

る場所で排出された二酸化炭素を、植林、森林事業

などによって他の場所で直接的、間接的に吸収しよ

うとする考え方の「カーボンオフセット」などであ

る。建築の材料メーカーや住宅メーカー、建設会社

でも取組み始めている。森林総合研究所では、 CO2

削減を目的に自然エネルギーを利川し、使用する建

材も粕査し選定しだ快適湿熱環境住宅（写真6)の検

証を行っている。また、 H本建築学会では、昨年度

からカーボンニュートラル建材特別委貝会として、

探境系と材料系の委貝が合同で、 CO2削減に取り組

んでいる材料メ ーカーにヒャリング調育を実施して

いる。現在ではそのような収組みを行っているメー 写真6 快適温熱環境住宅

カーはわずかであるがこれから増えていくであろ

う。 来カーボンフットプリントがすべての建材に表示さ

カーボンフットプリント (CFP)への取組みは、食 れるようになることが長期的な漿境対応に対する材

品を始めとして様々な業界が取り紺んでおり、 CFP 料のリスクの共有 ・認識 ・対策につながると思う。

認定製品は2012年3月末現在で560件にものぼる。 材料メーカーは、建設業界だけではなく、日本と世

その中で建築材料の数はまだ少ない。シックハウス 界の将来を見掘えて世界に先駆けて足非取り組んで

に対するF****の建材が今は当たり前に使用さ ほしいと考えている。

れるようになってきたように、時間はかかるが、将

知っておきたい
マンション外壁 ・防水
リニューアル

知っておきたい

マンション外壁・防水

リニューアル

定価2,100円（本体価格2,000円）
編著奈良利男

発行（樹テツアドー出版 AS早U174 Ji 

お求めは （株テッアドー出版 〒165-0026 東京都中野区新井 l-34-14 Tel 03-3228-3401 Fax 03-3228-341。| 
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1 ー 特別寄稿 I 

日本の建設市場と
ウレタン技能検定について

東京都塗膜防水技能検定協議会 会長

渡辺光

はじめに

日本防水材料連合会(JWMA)の統計によれば、 ウ

レタン防水はアスファル ト防水やシート 防水を押さ

えて、2010年に引き続き 2011年もトップシェア

を占め、今年も順調に推移しているようです。市場

がウ レタン防水を選択したのです。

日本の建設市場は、スクラップ＆ビル ドからゆっ

くり と、しかし確実に維持保全分野にシフトしてお

り、 とりわけ防水分野は変化が前倒しで訪れたよう

です。

（兆円）

90 .. 

81.4卑
84.0 
•~ 81 ・7 78.8 79.0 82.8 

日本の建設業の推移

さて、日本の建設投箕は、 1996年の 82.8兆円をピー

クにそれ以降は徐々に下落して、 2011年には 43.2

兆円にまで落込みました、ほぼ半減です（表 1)。政

府予算の公共工事の減少率も高く、そのため相対的

には民間の比率が邸まってきています。

全体として日本の建設業は右肩下がりの状況であ

り、それに連動して建設業就業者数も 1997年の

685万人をビークに、 2011年には 473万人にまで

下がっている（表2)。そのため、日本の全産業に占

める建設業の就業者割合も 10.4％から 7.9％にまで

仁ニコ民間 政府 .......違築

80 .. 

70 .. 

60 .. 

75.2 71.4 

68.5 ~ 61.3 56.8 
53・7 52.8 51.6 51.3 

47.7 51.1 

10 1-125.1 

ss.11 1sa 11 1s1.a1 147.51 l45.sl I位al14821 1422. 
'37.41 136.61 136.21 I 

33.11 I：皿Il:io2I l32.ol 132.sl|：斑1|；込71131.41 
12s.ol 124.6I 125.3 

0一1978 90 91 92 93 94 95 96 97 98 99 2000 01 02 03 04 05 06 07 08 09 10 11 
（注） 1.09、10年度は見込み額、 11年度は見通し額 （年度）

2. 11年度の投資額には、東日本大●災の復旧等に係る額 （2.4兆円、全て政府投資）を含む。●災復旧等に係る額を餘いた11年度投資額 (40.8兆円）は前
年震比0.8％減となる。(35ページ参照）

表1 建設投資の推移 （国土交通省 「建設業ハンドプック2011」より）
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表2 建設業就業者数の推移（総務省「労働力調査」より）

下降している。

建設業の就業者減少は、そのまま若者の建設業へ

の参入減となっています。このため建設現場での高

齢化が急速に進んでいます。若者に敬遠される業界

の未来は暗いもので、これらの統計を見ると日本の

建設業には厳しいものがあります。

ここで、新築工事と維持保全工'Jiの比率を見ると、

建設投資のビークの 1996年で維持保全工事の比率

が 18.4％であったのに、新築の減少により維持保全

工事の比率が高まり 2009年には 27.4％にまで上

がっている（表3)。

ウレタン検定の受検者数

日本のこれからの建設業で生き残るのは、維持保

（兆円）

90 

80 
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10 

゜

| I維持修繕工事
| I新設工事

維持修繕工事の比率

● 維持修繕工事計
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81.6,, 
. ・1 
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""'.“'＂・非住宅

_...-••土木
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27.4....I28 

→26 

...16 

一14

1991 92 93 94 95 96 97 98 99 2000 01 02 03 04 05 06 07 08 09（年度）

（注）金額は；；；Ill完成工事萬。蘊設投責 （煎J()との水準の相違は両者のカパーする範囲の相違導による。

表3 維持修繕工事の推移（国土交通省「建設工事施工統計」より）
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全の分野で、さらに若者が継続的に参入している職

種です。

ウレタン防水は、特に補修 ・改修分野に特長を発

揮する―［法であり、材料出荷凪も堅実に推移してい

ます、あとは若者の確保です。

ここで、技能検定の話に移ります。

ウレタンゴム系塗膜防水の技能検定（以下、ウレ

タン検定）は、昭和52年から開始されました。スター

ト時から受検者数は堅調に推移してきましたが、平

成 16年度からは飛躍的に増加しています。

当初の受検資格は、実務経験だけですと 1級は

12年以上、 2級は 3年以ヒが必要となりました。そ

の後、厚生労働省では、“ものつくり”への若者の

取り込みを目的に、平成 16年(2004年）の改正で、

1級は 7年以上、 2級は 2年以上に短縮されました。

それまでは高校を卒業してこの業界に入り 30オに

なってやっと受験資格が得られたのが、平成 16年

からは 25オになれば l級を受験することが出来る

ようになったのです。25オ～ 30オの若者の多くい

る職種には朗報です。そのため、ウレタン防水では、

平成 16年以降には 2級を飛ばして一気に 1級を受

検する若者が格段に増えています（表4)。 1級受検

者の増加は 25~30オの若い受検者の増加分で、そ

れだけ若い人がウレタン防水に参入している証拠で

1007 
1034 

985 

ロ受検者 ・合格者
904 

880 898 
857 

615 
644 

616 
572 

603 

5 ~ 

す。趣味で受検する人は当然いません、若いながら

もこの仕事で“食べていこう’'、又は“食べていけ

るだろうか？’'と思って受検します。ウレタン防水

に自分の人生を託そうとしているのです。

確かに経験年数の短縮で、技能の未熟な者も中に

はいますが、若さからくる集中力と向上心には目を

見張るものがあります。若い受検者が多いことで、

さらに次の若い受検者の呼び水となっています。

ウレタン防水は、他のメンブレン防水の技能検定

に比べて圧倒的な受検者数を誇っており、ウレタン

業界としての大きな財産です。これだけの若い作業

日が参人している点は将来への大きな担保となりま

す。

おわりに

ウレタン防水は、 トップシェアと喜んでいるだけ

でなく、足下を見つめる必要が有ります。ウレタン

防水は、他の防水に比べて作業員の技能が品質を大

きく左右します。そのためにも、若者が続々と受検

している技能検定の役割を大切にする必要が有りま

す。技能 1：：は業界の宝です。

これからも、ウレタン技能検定ヘ一層のご支援と

ご協力を、宜しくお願いします。

:28 

71 

968 

84 2
 26 4

 389 

200 
172 

表4 ウレタン受検者数の推移 （中央職業能力開発協会発表）

185 
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I ここにもそこにもウレタンロg----_1

〇観覧席が平面と立面の複雑な階段状のために、均ーな厚みの確保と

工期短縮から超速硬化ウレタン吹付工法を提案してこ採用いただきま

した。

〇超速硬化ウレタン高強度タイプ（スプレーユータック）

高耐久性、施工性、美観の向上を考慮し、超速硬化ウレタン高強度

タイプを提案してこ採用いただきました。

島県郡山市●4,881m 
AGCポリマー建材（掬

上競技場大規模改修工事

児島県奄美市● 700m

日本特殊塗料（株）

球場スタンド改修工事
市名瀬運動公園市民球場）



ここにもそこにもウレタン建材 I 
神奈川県厚木市●800ni

●保土谷バンテックス建材昧

商業施設駐車場部分改修工事

群馬県前橋市● 1,300rrl 

●保土谷バンテックス建材味

商業施設駐車場改修工事

そ‘

〇昨今、駐車場の防水改修工事が増加傾向にあります。車両走行箇所

の磨耗が進行していた為、同工法による増し塗り工法を提案し、こ採

用いただきました。お客様の往来のある中、施主様のこ協力得て、通

行止めおよび汚染防止に努め、施工の管理を行いました。

〇昨今、駐車場の防水改修工事が増加傾向にあります。本現場も竣工

時より 10年以上経過したため既存防水層の経年劣化が進行しており

ました。軽量で車両走行可能な高強度ウレタン防水床工法を提案して

こ採用いただきま した。お客様の往来のある中、施主様のこ協力得て、

通行止めおよび汚染防止に努め、施工の管理を行いま した。



ここにもそこにもウレタン建材 I 

〇採用の背景：既存は加硫ゴムシート防水でしたが、稼働中の工場の

屋根のため動かせない設備機器が多くあることから、移設なしで立上

り端部まで防水施工が可能なウレタン塗膜複合防水工法を提案してこさ

採用いただきました。

〇既存アスファルト防水施工後 20年以上経過しており、雨漏りする

前に塗り替えとの事。ウレタン塗膜防水（平場X-l、立上り X-2エ法）

を推奨してこ採用していただきました。

新潟県新潟市● 1,600ni 

田島ルーフィング（株

工場屋根防水改修工事

玉県羽生市● 1,500rri 

アイレジン（株

工場屋根防水改修工事



ここにもそこにもウレタン建材 l 

o:心:
茨城県水戸市●800rrl 

●東日本塗料（掬

屋根改修工事

長野県松本市● 1,850rrl 

●ティックプルーフィング（株）

某食品工場屋根改修工事

， 48.8 ℃ 

i 
XB 

＇ 
宜lO

33. I℃ 
XO お0

33.3℃ '~^ 

〇既存下地が鋼板屋根で、防水性および断熱・遮熱性の要望により、

断熱コートを採用。保護仕上塗料（トップコート）は、さらに遮熱性

能を付加した高耐候性遮熱塗料を提案してこ採用していただきました。

〇現場はトマト加工食品工場です。

下地はカラー鋼板瓦棒葺き屋根と一部折半屋根形状で、ウレタン防水

でなくては施工できないという診断から、設計事務所の推薦が後押し

となりこ採用に至りました。

550 

500 

45D 

400 

350 

30D 

お£l

200 



〇採用の背景 ：新築時は押えコンクリート仕上げでした。改修防水工

法としてウレタン塗膜複合防水工法＋災害用ヘリサインフィルムを提

案してこ採用いただきました。

〇既存ウレタン塗膜防水工法であった為、最大の特徴である被せ工法

を提案してこ採用いただきました。

一部不具合箇所の補修を行ってから全面に塗布を行いました。

東京都墨田区● 1,000.,;

●田島ルーフィング（掬

都立本所高等学校屋根防水
改修工事

東京都内●2,500rri 

保土谷バンテックス建材（株）

校施設屋上



1 ここにもそこにもウレタン建材 I 

東京都大田区●屋上 1,000ni 

緑化部400ni 合計 1,400ni 

●（株ダイフレックス

大田区立仲六郷小学校
屋上改修工事

静岡県富士市●660ni

●AGCポリマー建材（株）

幼稚園屋上改修工事

〇小学校の改修工事のなかで、緑化する屋上は耐根シート不要の超速

硬化ポリウレア複合塗膜防水工法を、開放スペースとして使用する屋

上にはx-2エ法と蛍光塗料を使用したヘリサインを採用いただきま

した。耐根シートがいらない塗膜防水のため、水密性に優れ、改修後

のメンテナンス性にも優れることが採用の決め手となりました。ヘリ

サインは塗材なので、ウレタン塗膜防水層とよくなじみ、児童が運動

する場所でも適切であると判断頂き、こ採用いただきました。

〇耐震補強工事の一環で、既存露出アスファルト防水の改修工法とし

て、密着ウレタン防水工法で耐候性と遮熱性を考慮した保護仕上塗料

であるフッソ系遮熱仕上材を提案して採用いただきました。



ここにもそこにもウレタン建材

0医療系複合施設新築工事にて露出部、緑化部分を含め全面的にウレ

タンスプレーエ法を提案して採用いただいた施設です。主な採用理由

としては、信頼性の高い複合防水であることに加え機械化施工による

工期短縮が可能であったことが挙げられます。

〇既存の塩ビシート防水を撤去せずにオーバーレイで改修する方法と

して、ブチルゴム粘着層付の脱気絶縁シートで塩ビシートとの接着力

を確保し、その上にウレタン防水を施工する複合工法を提案してこ採

用いただきました。また、火気に対する耐久性を求められていました

ので、表層の仕上げは無機質系のトップコートを使用しました。ウレ

タン塗膜防水工法の多機能性が発揮できた例の一つです。

阪府堺市● 13,000rrl 

（株）ダイフレックス

合施設新築工事
（病院棟・住宅棟）

‘・ • 
兵庫県神戸市● 850ni 

ティックプルーフィング（株）

病院屋上防水改修工事



i ここにもそこにもウレタン建材 I 
沖縄県うるま市●4,000rri 

●横浜ゴム（株

某福祉施設

-
マづ戸

神奈川県横浜市● 1,400ni 

●膀ダイフレックス

某マンション大規模改修工事

〇既存防水はゴムシート防水でジョイント部の剥離が進行していた事

から、シームレスな防水層が形成できるウレタン防水を提案してこ採

用いただきました。

〇既存防水は、アスファルトシングル葺き屋根でした。アスファルト

のかぶせ工法より、ライフサイクルコストを考慮した結果、次回改修

が実施しやすいウレタン塗膜防水で提案しました。更に既存防水層を

撤去する手間を削減する為に、超速硬化ウレタンエア混入システムを

提案してこ採用きました。
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0アクリルウレタントップコート

〇水性プライマー

〇水性タックコート

他

〇水性耐熱床材「エコクリーンフロアー」

0ウレタン防水の押さえ工法に
無黄変型天然石樹脂舗装材「透水アクリストーン」

〇透水アクリストーン 1rriセット

0エポキシ系接着剤 Tボンド

0エポキシ系滑り止め舗装材 Tロード
〇防虫対策商品 オプトロン

他

E&L株式会社大成イーアンドエル
〒124-8535東京都葛飾区西新小岩3-5-1 TEL 03-3691-3112 閲 03-3691-3035

URL http:/ /www.taisei-el.co.jp I グループ会社 1 大成化工株式会社 大成ファインケミカル株式会社

1 ウレタン密着型通気緩衝シート ―--- - --- ---＿ 特許No.3779685| 

膠着遁気シート
ウレタン密着型通気緩衝シートは塗膜防水用
の穴あきタイプの通気緩衝シートです。従来
の通気緩衝工法は密着工法と比較して工程
数が多くトータルコストの高い工法でした。
密着通気シート アルミは，このような欠点を
解消した通気緩衝シートです。

r 
作業性と工程数は密着工法同等で、通気性
能と耐疲労性能は通気緩衝工法と同等の
品質です。
また、従来通気緩衝シートに必要不可欠で
あったジョイントテープと端末テープ
は、オーバーラップさせることにより
シートの連続性が得られるエ法である為
不要です。
し

■・』
I 

補強クロス

粘落剤

穴あきアルミ

030SAL 

ポリエステルクロス

アクリル系粘着剤

ポリエステル不織布、ポリエチレン、アルミ箔

-
表層（防水層側）クロス面 裏側（下地側）穴あきアルミ面

ー製造元・販売代理店

東洋紡スペシャルテイズトレーディング株式会社 東京支社機能マテリアル事業部東京工業材料G

〒141-0022 東京都品川区東五反田2丁目10番2号 TEL03-6422-4630 FAX03-6422-4909 
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永年の実績・豊富な工法

h4•上か日日
ウレタン系塗膜防水材 II 各種塗床材

アクアコート＃2800ウレタンゴム系塗膜防水材 アクアコートハードU硬質ウレタン系塗床材

II ウォータークィーンHR水性硬質ウレタン系塗床材

II #9000低臭ビニルエステル系塗床材

iァイレジン株式会社
工場／千葉県野田市中里222fl'(04)7129-312l 営業本部／埼玉県吉川市中野338fl'(048)983-3883 

-l”滋i一咄證 、 一・一檀駆覗屈些 祖置•

"g-~` ウレタン用液状配合剤
ぅ防水材 、床材、テニスコート、

競技用グラン ド材などに

利用 されています。

TOKYO 
JUSHI 
KOGYO 
CO.,LTD 

東京樹指工業株式会社
本社／東京都千代田区岩本町 2-10 - 1 
〒 101-0032 乞 03-3863 -1258 

工場／千葉県市川市鬼高 1- 3 - 12 
〒272-0015 合 0473-79 -7701 
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総合建築リフオーム＆リニューアル技術誌

月刊リフオーム
昭和60年3月28fl第三種郵便物認可

株式会社テツアドー出版
〒165-0026 東京都中野区新井 1-34-14

PHONE 03-3228-340 l 
URL=http:/ /www.refo.jp 

＂ 

もったいないを活かす
リジェネレーション・建築再生

読者層率
建設会社 22% 

会社営繕 9% 

設計事務所 9% 

官公庁 6% 

改修関連専門工事業者 21% 

材料機械製造販売業者 12% 

分譲マンション管理組合 7% 

不動産関連業者 5% 

ビル管理業者 6% 

その他 30/o 

今日、リジェネレーション＝建築再生の概念へと昇華の段階にある「リ

フオーム＆リニューアル」。それは、建築物の耐久性や資産価値の維持向上、

居住環境の改善などを図り、建物を生まれ変わらせる技術の総体であります。

建築物は時を経るほどに構成部材が劣化し、老朽化が進行します。したがっ

て建築物としての機能を十全に発揮させるためには、新築段階からの対策が

必要となります。また躯体の耐用年数を延長するには、内・外装仕上げ材な

どのほか各部位ことの改修は不可欠であり、時には躯体それ自体の補強も必

要となります。 このような建築物に対する長期修繕•改修計画の立案と実施、

加えて維持管理の重要性は、社会資本の保全、居住生活環境の確保・向上と

いった観点から今や社会的に認識されており、政府が方針として打ち出した

二酸化炭素排出削減 25％の目標達成にも関連する極めて新しい課題をも含

むものといえましょう。

しかし一方で、建築物の寿命あるいは耐久性を踏まえた上での長期修繕計

画や維持管理手法は、ソフト・ハードの両面においていぜんとして発展途上

と言わざるを得ません。建築の再生のため、構造体から屋根・外壁・室内の

仕上げ・設備に至るまで、あらゆる分野でのそれぞれの必要条件にあった手

法ならびに、それらを合理的に関連づけたシステムの開発が求められていま

す。この要請に応えるために，ソフト ・ハードの両面から、建築物の構造体

から屋根・外壁・室内の仕上げ・設備まで、月刊リフオームはあらゆる分野

の情報を提供します。

最近の主な特集

■耐震診断の実際／木造住宅密集地域の耐震化
■第 17回R&R建築再生展特別セミナー／
日々から備える、省エネ ・総エネ、スマートエネルギー

■既存共同住宅ストックの再生勉強会報告／特別セミナー
■マンションの大規模修繕工事とコミュニティ

A4変形版 年間 15,750円 （うち消費税750円） 発行： 毎月 1回

FAX.でお申し込みください。03(3228)3410
......................................................... 

月刊リフオーム年間購読申込書

社名 1部課名

住所
〒

電話I

氏名 備考
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『ウレタン塗膜防水を安全に作業していただくために』

（パンフレット）発行に当たって

広報委員会委員長横山淳之輔

1. はじめに 2.パンフレットの構成

今年、ウレタン塗膜防水施エマニュ アルが5年ぶ

りに改定された。マニュアルは、ウレタン喰膜防水

の施工に関しての全てが、理解できる 内容を製作 し

ようという方針で、編集されたものである。しかし、

視場に目をむけると工事担当者は安全而に関し、

様々な問題に直面している。マニュアルではカバー

しきれない作業の安全対策の啓蒙を、メ ーカー団体

である我々に求められている現実に直面した。これ

を受け既に 20年以上前に制作された「防水工事に

おける安全な作業をするために」というパンフレッ

トを改定するこ とにした。

LJ員昌鴫

構成としては前書を踏製しているが全面的に中身

を見直し、さらに理解しやすい内容にしたことと、

イラストを詳細に渡って検討し直しパワーアップさ

せた。

防水作業のチェックポイントとして作業前、作業

中、作業後に分類した。

I．作•IIのチェックポイント

・量●亀鸞•“....,．疇鱒曹霊m.. 亀檎．．り釦‘......'し“膚l'"よ 9鸞拿
〇尋•曝•と＂·エ曇●立·す基．

·l1110費会量層裏l7■....と ...T●と＂彎C• ●●.●―●●U«糞●dl'•, 讀拿.. . ..  
●●0と●●OL......ca,,バ噴m●と0一讐●と・置秋糞.......

・量•へ0アテウ ンス•十cm.
．畢拿霞工●濱には曇鸞●に曼づ●貴9...匹水•O••戴止● と 0●●”...以外立●入リ・止
．．．と●●

..It●●響··.．e“Cて・暑．...冑ってい・.瓢.•”.'..事し 9・金侵·..艮.●··
T畠．..＂”T● OK  •‘”....,.,口.....．“”`99峰•“｀い靡•心
.”....。．．．n●鴫．（へ鳥9ァ9．鸞拿...-••,... ..ス9)
．霞工亀濱凰 -・層鼻〇そ0.....,'凰鴫“'重鷺鵬●iとし・•摩して鯛食••••T●,
●●●鸞拿← 9シー...m)0日←クシー9“°“,．．．して●<.

1. 欝事•Tに一な賣●亀＂ってい暴が0デエ9ク..-......9,.≪.....“""會．，．罰-●●●●9r●●●〒〒•、-..，.,..... 
ml_．．． (-·に応I>て最••)

•19ン馴属＄鴫れ蝙i”..鰭頒暉39 （●讀疇纏ll鬱 一贔ー“-4の

・“"“"”"" “'“”  •·"’"’’-.....-•-= ...~-」 9J● 99 →疇'l...II'··⇒へ りン 9 99．患麟••••`llAI!•一汎量ン•-...,,._.. ‘“幽9●伽.廿.,,
m-.....“'ー・江•量人阜JU1....----T枷n
...曾？懲●臀・拿曇●9 .. 0••••一•疇＝一、一』叫99 ーイ場疇’"-,Iン9ll"”"”....--贔_.,,_,サい鍼

— l_.. 如てい〇と璽I!s..）
●ゴノ'’·,...'"—-·..＿、t_＿_“iェ上忙mJ99999• 9l999,4l • 9• 999“m• 

•ぃ一ン・こ"“'疇•'”--、1 - -tす_.,,
•"＂●直••••,．-··- ...贔—“釦-“‘疇ふ 9 9 9999991,99 - .... 
·是·”"●臀•土憂[••—·によ 9 ●●轟· •遍II'鵬鱚•正鼻 ”........II'•一
●●=に●''""心 91

·フ・ークリ".＂｛●量麗•..__  

2.量嶋＂渭 mo”..ク
．艮鴫“”゜．ュ ・ユ心した鳳鴫で拿0"“●ら●99.
・専すり・•鼻賓拿●にTIii, •ー· 賓ァ 9···-••疇●してい.こ t•一T•ct ,

3 •Tー • ••エ● ● ●●●●書••する·0チェック

●電箕.亀-..電•エ鼻曇●●“"｀•
●鼻置電•“··'鵞鴫に•會ら●い．．．T•,

I．作業前のチェックポイント

作業前については監督者 ・安全担当者向けに有機

溶剤、特定化学物質、 危険物取扱等法令遵守した作

業をするよう安全作業環境と作業上程を立案するこ

と。防水施」こに必要な資格を持っているかのチェッ

クの中で、防水工事関連資格を挙げ、どこで取得で
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きるかのURLも載せた。

また、持っていると便利な資格と して仮設工事に

関連する汽格も掲載し、エ市関連査格としてできる

だけ淵れの無いようにした。

]]．作業中の安全チェ ックポイント

作業中は「安全」の言葉を入れ作業中の安全チェッ

クポイントとし、作業場所、安全装備 ・保護貝が

チェックできるようにした。

ill.作業後の安全チェ ックポイント

残材 ・廃菜物のチェックポイントでは、マニフェ

ストの記載と契約書についての記述を戟せている。

健康診断については労安法に定められているもの

と、特化則に基づいた健康診断にも触れている。

裏表紙にはウレタン防水用材料に含まれる危険有

害性物質の代表例として有機溶剤、 トリレンジイソ

シアネー ト、 MBOCAを掲載。消防法危険物として

の分類も材料種別 ・危険物種別による分類も同様に、

明確にわかるようにした。

閉水工●に当たって

i
 一
L

t
 

-iii 
|． ：：t=?•=＃-•幽 1

● III● 

竃......99● 

●馴l9●●r

中開きのページには、防水工事に当たって、危険

物に関する注意点、足場 ・提生の注意点、防水作業

場の注意点をイラス トでわかりやすく載せており、

特に前書には無かった保護具の具体的なイラスト、

免状の種類も増やした。危険物に関する注意点では、

消防署への仮貯蔵申請、指定鼠を超える場合の中請

承認の記述などを加えている。

足場 ・養生の注意点では、特に足場組立等作業主

任者、混練場での養生を新たに加えた。防水工事作

業上の注意点では、保護具や密室空間での作業場の

注意、法的に準備 しなくてはならない表示方法や資

格者の配置などを記述した。

-99,1, ，＇澤暑•
・這買暢奮糟つ＇遭臼任唱蚤●にする

• 111J1●虞憂瓢~Ill拿濃“"＂‘以上HIIT6l
・「賓可〇以外立入麟止」の巴 ｀●9.,る
・宣鴛”O冨ゃlll鶯マスクを露える

膏纏真囀のガスけ疇●作用と

・中轟豪弓Ill起こす

攣嶋での●葦●は3911し
叩村公i1の●鸞烹〇ヘ

ー1『,1-''1-

3.パンフレットの活用について

パンフレッ トは作業に携わる方の携行用として使

川していただくことを望みたい。なぜなら 2012年

版ウレタン塗膜防水施エマニュアルでは第 5章施工

の項で詳細にウレタン防水施工について、下地から

材料の特性、現場管理について掲載している。また、

後半の資料編では消防法や建築基準法まで広範囲に

載せてる。 しかし、直接現場での作業での実践的な

項目を網羅しているわけではないからだ。従って本

書はマニュアルを補完する意味合いも強く、施工に

携わる方に実際に使っていただき当工業会にご意

見、感想などをお寄せいただきたい。最後に制作に

ご協力いただいた関係各位に感謝申し上げたい。
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第2総プロ（「耐久性総プロ」の見直し）について

技術委員会

1. はじめに

建築研究所では、 1980年度から 5年間、建設省

総合技術開発プロジェクト「建築物の耐久性向上技

術の開発」（以下、「耐久性総フ 口゚」）を実施しました。

このプロジェクトの一媒として、建築防水について

も検討が行われ、屋根メンブレン防水及びシーリン

グ防水についての成果は、 「建築防水の耐久性向上

技術」 1) としてまとめられました。

この「耐久性総プロ」から 25年以上が経過し、防

水層の材料、工法、仕様等は大きく変化しました。

このため、新しい材料・エ法や改良技術等について

見直しを行い、当時示された指針等について、新た

に得られたデータや状況の変化を加味して更新を行

うことが必要となりました。

2009年度から 2年間、建築研究所により「建築

物の長期使用に対応した材料 ・部材の品質確保なら

びに維持保全の開発に関する検討委員会」（以下、「第

2総プロ」）が組織され、今般その報告古2)が公開さ

れましたので、以下に紹介致します。

表 1 対象とする防水

アスファルト防水

改質アスファルトシート防水※

合成高分子系シート防水

塗膜防水（ウレタンゴム系）

塗膜防水 (FRP系）※

ステンレスシート防水※

シーリ ング防水

※は 「耐久性総プロ」の対象外

「耐久性総プロ」の時にはなかった改質アスファル

トシート防水、 FRP防水、ステンレス防水が加わり

ました。

「第2総プロ」では、これらの防水について、

①各防水の劣化現象と要因の整理

②「耐久性総プロ」で提示された標準耐用年数の

見直し

③劣化診断基準の見直し

④補修 ・改修工法選定のための資料整備

等が実施されました。

2.耐久性総プロ 本稿では、ウレタン防水を中心にメンブレン防水

「耐久性総プロ」の成果物である「建築防水の耐 に関する成果を報告書2)に従ってまとめました。

久性向上技術」 りにおいて、メンブレン防水恩につ

いては①劣化診断指針、 ②補修指針、③維持保全指 4. 防オ“の劣化現象と要因

針、④耐久設計指針が示されました。 「耐久性総プロ」において提示されたメンブレン

防水の劣化現象と要因の関係を表 2に示します。

3.第2総プロ 「第2総プロ」では、表2をベースに劣化現象と

今回の見直しにあたって、防水に関しては、「第 要因の見直しを行うと共に、各防水毎に表の作成を

2総プロ」の外装分科会で検討が行われました。 行いました。ウレタン防水の劣化現象と要因の関係

検討の対象となった防水は、 表 1の通りであり、 を表3に示します。
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表 2 「酎久性総プロ」時に提示された劣化現象と要因の関係

現：一—-----:
熱 紫 ォ 水 酸 ア 風 鳥 砂
外 ゾ ）レ 類 塵
線 ン 力

リ

ふくれ（下地から）

゜ふくれ（中間層から）

゜損傷（穴あき・外傷）

゜゚立上り入隅底部の浮き

゜表面のひび割れ

゜゚ ゜゚ ゜゚ルーフィング相互の接合部のはく離

゜ ゜立上り部のずり落ち

゜ ゜立上り端部のはく離・ロあき

防水層の破断（押え・下地のムーブメントによる）

゜゚ ゜゚表層の減耗

゜ ゜
表3 ウレタン防水の劣化現象と要因の関係

現：～～～～～～～：

◎ ◎ ォ ◎ 酸 ア 風 鳥 砂
熱 紫 ゾ 水 ）レ 類 塵
外 ン 力
線 リ

ふくれ（下地から） ※ 

゜ ゜ ゜ふくれ（中間層から）※ 

゜損傷（穴あき・外傷）

゜゚立上り入隅底部の浮き

゜ ゜ ゜表面のひび割れ

゜゚ ゜゚ ゜゚
△ 

立上り端部のはく離・ロあき

゜ ゜゚防水層の破断（押え・下地のムーブメントによる）

゜゚ ゜゚表層の減耗

゜
△ 

゜注） 0は関連の深いもの，△は関連のあるもの

要因のうち◎は主要な劣化要因

5. 防水の耐用年数

「耐久性総プロ」においては、防水層の切り取り

試験、 補修 ・改修に関するアンケート調査結果の解

析、各防水の実績と調宵データに基づいて、各防水

の ‘‘標準耐用年数”を推定 しました。

ここで、‘‘耐用年数に達した”とは、「屋根メンブ

レン防水が何らかの原因で故障し、雨淵りが発生す

現象のうち，※は短期的な発生がみられる現象

るような状態になったとき」とされています。

「耐久性総フ 口゚」で示された“標準耐用年数”は、

その後国際規格である ISOl5686シリーズにおい

て、 ‘‘ReferenceService Life（以下、リファレンス

サービスラ イフ）”と して規定されま した。

1S015686において、リファレンスサービスライ

フは、「建築物またはその部分に期待される （または

-39 -



表4 各種防水のリファレンスサーピスライフ（案）

第2総プロ 耐久性総プロ
防水の種類

リファレンスサービスライフ 標準耐用年数

アスファルト
保護防水

露出防水

保護防水
改質アスファルトシート

露出防水

合成高分子系シート 露出防水

ウレタンゴム系塗膜 露出防水

FRP系塗膜 露出防水

予想される）、ある特定の使用条件の組み合わせ（代

表的組み合わせ）のもとでの耐用年数」と定義され

ています。

また、「耐久性総プロ」で示された推定耐用年数は、

「今後の研究によって改訂されうること、また、確

証がある場合は数値を入れ替えて活用しうることを

前提とした提案である」ことが記されています。

「耐久性総プロ」当時から四半世紀が経過し、構

成材料 ・エ法等の変化等に伴い、当時提案された標

準耐用年数が適用できない場合もでているため、「第

2総プロ」では、現状に即した見直しを行い、“リファ

レンスサービスライフ”として提案を行いました。

なお、リファレンスサービスライフとして提示す

る年数は、 一定の想定に基づく日安であり、その期

間を通じ防水機能が維持されることを保証するもの

ではありません。品確法（住宅の品質確保の促進等

に閲する法律）において求められている「雨水の浸

入を防止する部分についての 10年間の瑕疵担保責

任」や、メーカーが行う品質保証の期間とは無関係

です。

「耐久性総プロ」における標準耐用年数と「第 2

総プロ」におけるリファレンスサービスライフ（案）

の比較を表4に示します。

一方、「耐久性総プロ」で示された推定耐用年数

の計算式や係数については、見直しに必要なデータ

等が現時点では不十分なため、 「第2総プロ」では

見直しを行わず、今後の課題となりました。

20年 17年

15年 13年

20年

15年

15年 13年

15年 10年

15年

6. 既存建築物の防水の維持保全手法

建築物の長期使用に向けた防水のあり方として、

防水自体の耐久性の向上も重要ですが、それ以上に

適切に点検、劣化診断等を行い、漏水発生や躯体保

護機能を失う前に補修・改修を行うことが必要です。

「耐久性総プロ」では、劣化診断の指針が示され

ました。その中で、劣化診断は調査項目 ・手法等に

応じて 1次、 2次、 3次診断に区分され、 図1のフ

スタート

1次診断の実施

2次診断の実施

否 ， 
補

3次診断の実施 修

固1 劣化診断のフロー
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表5 診断レベルに応じた調査項目、調査方法、調査部位

診断レペル 調査項目 調査方法 調査部位

1次診断 漏水またはその痕跡 目視観察 最上階の天井、外壁側の内装

2次診断 劣化現象 スケール等を用いた目視観察、指触観察 屋根防水層全面

・露出工法の場合漏水またはその痕跡、防水
陪の破断・損傷（表層ひびわれ、貫通破断）、端
末部の剥離（口開き、金物類のあばれ）、 接合部
の剥離（耳浮き、シール切れ）、 立上り隅角部の
浮き、表面の劣化（砂落ち、減耗、変退色、白亜
化）、ふくれ（全層、上層のみ）

・押え工法の場合漏水またはその痕跡、押え
層の損傷（ひびわれ、浮き、欠落）、パラペットの
押出し、端部の損傷（ひびわれ、シール切れ）、
伸縮目地部の異常、植物の繁殖

3次診断 防水層の劣化状況（ひびわれ、硬化等） 左記の観察、 切り取った試料による試験 平均的な劣化部分および劣化の激しい部分に

防水層の物性（引張強さ、伸び、針入度）

下地との接着強さ

シート相互の接着の程度

ローが示されています。また、各診断レベルの調査

項目 ・方法等は表5のように示されています。

「第 2総プロ」では、「耐久性総プロ」で示された

劣化診断の方法について、 3段階の診断レベルを行

うという基本的な考え方、診断フロー、診断レベル

に応じた調査項目等についてはそのまま活用し、特

に実務で活用の機会の多い 2次診断について見直し

が行われました。

7. 2次診断の劣化度の分類

「第 2総プロ」で見直 しを行った劣化度の分類の

内、函出工法について表6に示しました。

また、「耐久性総プロ」において示された、 2次

診断を行うにあたって参照可能な事例写真につい

て、「第 2総プロ」では見直しを行った劣化分類に

対応する劣化事例の写真を収集し、劣化度判定にあ

たり活用できる見本帳として整備されました。

8. 防水層の補修・改修技術

防水の改修工法は、国土交通省の「建築改修工事

監理指針」 3)では既存防水工法毎に対応する新設防

水庖がまとめられていて、「改修に際しては、墓本

的には新築時と同じ用途、外観に復旧すること」、

さらに「既存防水層の種類、エ法の種類、保護層及

び断熱層の有無、防水層の劣化の程度等により防水

ついてそれぞれ2箇所以上

改修工法の種類が決定される」としています。

「第 2総プロ」では、改修にあた って新築時とは

異なる用途や目的で使用する場合も含めて、多様な

工法を選択する際の参考となるように、防水材料の

製造者に対して製品の適用可能な既存防水層とその

適用条件、 エ法の特徴等についてアンケート調査が

行われました。

9. おわりに

外装分科会では、防水の他に

①建築用仕上塾材及び塗料

②外壁タイル張り仕上げ及びセメントモルタル下

地を設けた外壁仕上げ

③カーテンウォール、 ALCパネル、 ECP、サッシ、

シーリング ・ガスケット

について検討が行われ、報告書 2)にまとめられてい

ます。

また、これらの成果の一部は、日本建築学会で発

表されています。4)~8) 

謝辞

本稿は、掲載にあたり、独立行政法人建築研究所

／古賀純子様にご確認いただきま した。ここに厚く

御礼申し上げます。
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表6 露出防水層の二次診断項目、 劣化度の分類および判定

調査項目
劣化度

Ill II I 

防水思の破断、損傷 防水屈の破断 防水層のひびわれ 外観上の異常を認めず

塗膜 押え金物・固定金物の脱落、
押え金物のゆるみ、

末端部シールのはく離、

防水陪の
防水 張り仕舞・ドレン部のはく離、

端末の近接するふくれ・

端末はく離
以外 口開き

浮 I::がり
外観上の異常を認めず

塗膜
はく離あり

防水

露 Iレーフィング
塗膜

出 接合部のはく
防水 50％以上 20~50% 20％未満

工 離幅・ずれ幅
以外

法 ※1 

防水居立ヒり 塗膜

隅角部の浮き 防水 50mm以上 30~50mm 30mm未満

嵩さ＊ 以外

保護仕上げ層の劣化
保護仕上げ層の消失

保護仕上げ恩の摩耗
保護仕上げ層の変退色

※2 および白亜化

防水屈のふくれ・浮き
面積比 30％以上 面租比 10~30% 面租比 10％未満

※3 

Ill II I 

アスファルト系 初期接合幅は 100mmとする
※ 

1 合成麻分子系シート
初期接合幅：加硫ゴム系シート、エチレン酢酸ビニJレ樹脂系シートは 100mmとする

塩化ビニル樹脂系シートは 40mmとする

アスファルト系 砂落ち 80％以上（面和） 砂落ち 40~80%（面稜） 砂落ち 40％未満（面和）

合成高分子系シート 塩化ビニル樹脂系シート防水は塗料無しの場合あり

※ 
保護仕上げ屑の減耗または

2 塗膜防水（ウレタンゴム
保誰仕上げ図の消失または 保設仕上げ阿の変退色または

系） 白亜化度等級 4~5 白亜化度：等級 2~3 白亜化度：等級 1

塗膜防水(FRP系）
保護仕上げ庖の変退色・ひび

割れ

機械的固定工法
平場固定金具・ビスの浮上がり

平場固定金具とシートのはく離

※ 塗膜防水（ウレタンゴム 面積比 30％以上または 1個の

3 系） 長径が 300mm以上

塗膜防水(FRP系）
而和比 30％以上または 1個の

大きさ（直径）が 1000mm以上

＊但し、合成麻分子系シート防水・機械的固定工法の平場固定金具・ビスの浮上がりおよび平場固定金具とシートのはく離は部分

補修を行う。
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NUK NEWS 
新会長就任

万賀敏行会長の退任により、 9

}」18日の臨時理事会で石渡潤氏

2年連続でトップシェア

当工業会の第 29回定時総会が

5月21日東京都千代田区のル

ポール麹町で開催された。当日の

主な議案は 2011年度事業報告、

2011年度収支決算並びに監査報

告、 2012年度事業計画、 2012

年度収支予符計画などで、いずれ

も全会一致で可決承認された。そ

の後の懇親会で挨拶に立った月

賀敏行会長は、ウレタン建材の主

｝」商品であるウレタン防水材は、

束H本大震災以降、大変厳しい状

況であったけれども、前年比

102.0%と僅かではあるが、前年

を上回ることが出来た。全防水材

の施工実紐についても前年比

101.1 %と前年を上回っている。

その中でウレタン防水材の占め

(AG Cポリマー建材（株））が新会

長に選任され、就任しました。

る割合は 30.6%。2年連続でトッ

プシェアということになった。会

員の尽力に御礼申し上げるとと

もに、 NUK会長としてうれしく

思う 。しかしながら、活動が活発

化している JWMAにおいても

NUKが果たすべき役割 ・貞任と

いうのは、益々重くなってくるの

で、会貝の協カ ・支援を巾し上げ

ると述べた。また、昨年の東H本

大袋災、そしてその後の原発'」i

故、そういう中で安心 • 安全そし

て燦炭ということに対する意識 ・

関心が大変高まってきている。

NUKとしても、従来以上に、社

会的なニーズである閑境対応に

対する取組みを、栢極的に強化を

していく こと が必要と考えてい

「ウレタン塗膜防水施エマニュアル」改訂

阿開'9- 「ウレタン塗膜防水施上マニュ

アル」は、 1991年（平成 3年）

に初版が発刊されて以降 2回改

訂(1998年、2007年）されてきた。

今回(2012年 3月発I:IJ)の改訂が

第 4版となった。今阿改訂の特

徴は、 JISA 6021の改正（高仲長

形(IU1類）、高強度形）を受け、
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畔 S回疋P可匹工
日本ウレタン建材工

挨拶に立つ芳賀会長

る。現在の環境対応の認定制度

を含めて、環境に対する取組み

について抜本的に見直しをして

いく必要がある。技術委員を始

め関係者には協力をしていただ

きたいと考えると述べた。そし

て、総会の記念講演に立った東

京工業大学名営教授の田中享ニ

氏を紹介、田中氏の乾杯の発声

を合囮に歓談となった。

また自着型シート貼り付け工法、

機械的固定工法など防水仕様を

新たに盛り込み大幅増加した。

その他の項目についても現場に

即して使いやすように編集し、

この一冊でウレタン防水が判る

よう努めている。

9|lし込み：会員 NUK市務局／

非会員 （恥テツアドー出版 電

計舌 03-3228-3401



NUK NEWS 
ホルムアルデヒド「F 合食食食」•VOE （揮発性有機化合物）自主規制制度

「ホルムアルデヒド自主規制表

示実施要項」及び「VOE（揮発性

有機化合物）自主規制表示実施要

項」に基づいて、同密査委員会

で審査した結果、ホルムアルデ

ヒド 「F*＊＊＊」では 80品種
が追加され664品種が、及び

VOEでは 23品種が追加され78

品種がそれぞれ承認登録されま

した。（いずれも 9月末時点）

一般社団法人日本防水材料連合会(JWMA)

1) 7月 1日から専任の事務局を

設置し、事務局長に真野洋三氏

が就任した。

西暦 ARK 
2004 17.329 
2005 16.387 

(94 6) 

2006 
17.366 
(106.0) 

2007 
15.961 
(91.9) 

2008 
14.232 
(89.2) 

2009 
13.233 
(93.0) 

2010 
13.279 
(100.3) 

2011 
13.864 
(104 4) 

2012上
6.654 
(110.5) 

2)第 18回建築建材展 (2012年

3月6日～ 9日 東京ビックサ

イト）に出展 し、 日本ウレタン

建材工業会も参画した。

KRK TRK FBK 
16.889 5.702 5.908 
17.75ワ 5.746 5.504 
(105 1) (100 8) (93.2) 
18.019 5.824 5.935 
(101.5) (101.4) (107 8) 
17.357 5.312 5.576 
(96.3) (91 2) (93.9) 
15.736 5.125 5.411 
(90.7) (96.5) (97 0) 
15,283 4.907 5.124 
(97.1) (95ワ） (94 7) 
17,104 4,960 5.244 
(111 9) (101 1) (102 3) 
17.561 4,238 5.24ワ
(102.6) (85.4) (1 00. 1) 
8.971 2.290 2.562 
(109 1) (107 3) (103 2) 

認定基準、登録一既等詳しくは、

日本ウレ タン建材工業会(NUK)

のホームページをご魏下さい。

URL : http://www.nuk-pu.jp 

3) 2012年上期(1月～ 6月）

の加盟各工業会の施工実績（面

梢）を公表（下表）。

単位：千m＇( ）内対前年比％
NUK 計

14.486 60.314 
14,628 60,022 
(101 0) (99 5) 
13.248 60.392 
(90.6) (100.6) 
13.144 57.350 
(99.2) (94.9) 
14.612 55.116 
(111.2) (96.1) 
14.848 53,395 
(101 6) (96.9) 
17.689 58.276 
(119.1) (109.1) 
18,036 58.946 
(102.0) (101 1) 
8.575 29.052 
(105.1) (107 5) 

ARK アスファルトルーフィング工業会、 KRK:高分子）レーフィング工業会、 TRK:トーチ工法）レーフィング工業会
FBK:FRP防水材工業会、NUK:日本ウレタン建材工業会
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ゥ 窃翁プランド一覧

社名 ブランド名 社名 ブランド名

アイレジン（株 アクア コート ディックプルーフ ィング（恥 フラットワン

ウォータークイーンHR ウォールライト

コンポ工法

AGCポリマー建材（樹 サラセーヌ F Sコート

サンシラール DPツーガード

リムスプレー DPツーガード・ゼロ

マルチボー ド工法 DPワンガード ・ゼロ

ミルクリ ート DPCスプレーコート

エコス プレー アースコ ート

卸エービーシー商会 ポリメタイト ECO 東洋ゴム化工品販売味 ソフランシール

カラート ップSR ソフランシールエコ

ソフランシール E 

(fflダイフレックス DD防水工法

ネオフレックスエ法 日新工業(t,l;) セビロン

クイックスプレーエ法 カーダム

バリューズエ法

オータス ・エコ 日本特殊塗料（悧 プルーフロ ン

エコ ・ウレックス ユータック

D Sカラー

D Sカラー・エコ 東日本塗料味 フローン

D Sカラー・ゼロ

ゲットシステム

パワ レックス 保土谷バンデックス建材味 パンレタン

レジテクト ミリオネート

グリーンプレース HCエコ プルーフ

エバーコート zero-l HCスプレー

HCパーク

田島ルーフィング閥 オルタックスカイ

オルタックスカイ EX ユープレックス（株 コスミック

オルタックアクト PRO、ECO、ONE

オルタックスプレー コスミック RIM

オルタックモード コスミックフ ロアーH

コスミッ クフ ロアーuw

横浜ゴム（株 ハマタイ ト

アーバンルーフ

（社名 ・50音順）
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◆統計資料◆

ポリウレタン主要製品の出荷量推移

三ぇ＼＼二戸 2002年 2003年 2004年 2005年 2006年 2007年 2008年 2009年 2010年 201 I年
建築土木材料 58,909 57,566 63,232 69,097 65,123 66,194 69,522 63,922 71,488 73,015 

内｛防水材料 37,557 37,612 41,572 43,637 41,805 42,497 47,018 44,487 49,529 50,502 

訳その他 21,352 19,954 21,660 21,460 23,318 23,697 22,504 19,435 21,959 22,513 

（歴年 I~ 12) （単位 ：トン）

註 (I)上記は製品重姐である。

(2)建築士木用のその他は，床材，弾性舗装材， シーリング材などである。

ウレタン建築土木材料出荷量

（トン）
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■日本ウレタン建材工業会役員名簿
会長 石渡潤 〈AGCポリマー建材昧〉

副会長 甲斐洋一 〈ユープレックス（株〉

副会長 小花公男 〈保土谷バンテックス建材昧〉

■理 事 AGCポリマー建材（掬石渡 潤
（扮エービーシー商会森川雅司

（樹ダイフレ ックス三浦慶政

田島ルーフィング（樹鴇巣和徳

ディックプルーフィング（恥 畠山浩平

東洋ゴム化工品販売（樹 大畠二郎

日新工業 （樹菅野司

日本特殊塗料 （樹立花哲弥

■理事束日本塗料 （樹石黒義治
保土谷バンデックス建材（扮 小花公男

ユ ー プレ ックス （樹甲斐洋一

横浜コム （樹石飛俊二

■監事アイレジン （樹 吉川幸太郎
第 一 工業製薬 （樹本上 憲治

■事務局長 森田勇

日本ウレタン建材工業会の概要

設立 昭和44年 lO月

2012年9月20日現在

目 的 防水材等ウレタン建材関連事業の振興ならびに会員の親睦融和を図る。

主事業 市場調査ならびに需要開発に関する事項，技術清報の交換および研究開発に関する

事項諸機関ならびに関係団体その他との連絡協議。

日本ウレタン建材工業会 委員会構成

技術委員会

広報委員会

統計委員会

委員長

副委員長

委員

委員長

副委員長

委員

委員長

副委員長

委員

AGCポリマー建材（恥（鈴木博）

（掬 ダイフレックス（小関習平）

AGCポリマー建材（株）

田島）レ ーフ ィング （掬

東洋ゴム化工 品販売（株

日本特殊塗料 （株）

（樹ダイフレックス（横山淳之輔）

AGCポリマー建材（恥（樋口忠男）

田島）レ ー フィング （樹

保土谷バンデックス建材（樹

保土谷バンデックス建材（樹 （田之畑純二）

第一工業製薬 （樹（吉崎友教）

AGCポ リマー建材（樹

（樹ダイフレックス

日本特殊塗料 （樹
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第一工業製薬 （掬

乗日本塗料 （扮

日新工業（掬

保土谷バンデックス建材（樹

ユープレックス （樹

横浜ゴム （樹

ユー プレックス （樹

横浜コム （株）



アイレジン（樹

AGCポリマー建材（恥

（掬 エー ビーシー商会

（樹ダ イフレ ックス

第一工業製薬（株

田島ルーフィング（樹

ディックプルーフィング（株

東洋コム化工品販売（恥

日新工業 （楳

日本特殊塗料 （株）

東日本塗料（株

保土谷バンデックス建材（樹

ユープレックス（株

横浜ゴム（粉

亜細亜工業 （扮

アルベマール日本（樹

イハラケミカル工業（樹

倉 敷 紡 績 （扮

(1栽大成イーアンドエル

大宝化学工業（扮

夕 キ 口 ン （恥

東 洋 紡 績 （樹

日 束 紡 績 （樹

（扮 山 装

（株） 寺 田

和歌山精化工業（株）

会員名簿

平成24年 10月現(1:

正会員 •

342-0042 埼玉県吉川市中野 338 048-983-3883 

l 03-0013 束京都中央区日本橋人形111Jl -3-8沢の鶴人形町ビル 03-6667-8428 

l 00-0014 東京都千代田区永田町 2-12-14 03-3507-71 l l 

163-0825 束京都新宿区西新宿 2-4-l 新宿 NSビル 25F 03-538 l -l 555 

140-0031 束京都中央区京橋 1-3-1 八重洲口大栄ビル 03-3275-0579 

101-8579 束京都千代田区岩本町3-11-13 03-5821-7721 

151-0053 東京都渋谷区代々木 3-24-3新宿スリーケービル 5F03-6859-5020 

162-8622 束京都新宿区天神町 10安村ビル 2F 03-3235-1 71 3 

120-0025 東京都足立区千住東 2-23-4 03-3882-257 l 

114-0002 束京都北区王子 5-16-7 03-391 3-6 l 53 

124-0006 東京都葛飾区堀切 3-25-18 03-3693-085 l 

104-0028 束京都中央区八重洲 2-4-1 常和八重洲ビル 9F 03-5299-8 l 70 

160-0023 束京都新宿区西新宿 3-5-l 日石新宿ビル lOF 03-5321-976 l 

141-0031 東京都品川区西五反田 7-20-9KDX西五反田ビル 03-57 45-9865 

横浜ゴム MBジャパン（粉

賛助会員

116-0001 東京都荒川区町屋6-32-l 03-3895-404 l 

100-0011 東京都千代田区内幸町 2-2-2 富国生命ピル 03-5251-0796 

110-0008 東京都台東区池之端 l-4-26 03-3822-5235 

541-8581 大阪府大阪市中央区久太郎町 2-4-31 06-6266-51 l l 

124-0025 束京都葛飾区西新小岩 3-5-l 03-3691-3 l l 2 

332-0001 埼玉県川口市朝日 3-1-5 048-222-7950 

541-0052 大阪府大阪市中央区安土町 2-3-13 06-6267-2800 

141-8633 束京都品川区束五反田 2-l 0-2束五反田スクエア 03-6422-4858 

102-0083 束京都千代田区麹町 2-4-1 麹町大通りビル 03-4582-52 l 0 

236-0004 神奈川県横浜市金沢区福浦 2-18-17 045-781-7821 

105-001 l 束京都港区芝公園 2-3-3 寺田ビル 03-343 l -82 l l 

641-0007 和歌山県和歌山市小雑賀 l-l-82 0734-23-3247 
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ひとが、原点。
◎第一工業製薬
www.dks-web.cp.jp 

多様な分野で活用される技術
•ポリウレタン主剤 ，R1 •ウレタン系止水材 R 

ポ•97し‘`‘，，スポI'，，：ヲウt-
防水材、床材、目地材、接着材．塗料、注型の新しい基材

•ポリウレタン硬化剤 •ウレタン系接着剤

ポ•JIヽードす一 R モ／9P1

第一工業製薬株式会社 本社／京都市南区吉祥院大河原町5 Tel 075-323-591 l 

樹脂材料営業部 ウレタン／東部 Tel03-3275-0579西部 Tel06-6229-1597 

支店／名古屋 Tel052-571-6331 九州 Tel092-4 72-6353 

V, t~咋社、．LI F*＊＊＊相
簡水99堕替え用フライマー1J目目
待望の水性フライマー登場！！
環境配慮型ウレタン防水改修用プライマー

塗r杵えプライマー
境に配慮した水性塗替え用下塗り材です。

旧ウレタン塗膜防水だけでなく

（加硫ゴム）シート防水の塗替えにも強力に密着！

■用途

e爵證
OO東日本塗料株式会社

〒124-0006東京都葛飾区堀切3-25-18TEL.03-3693-0851 

http://www.hnt-net.co.jp I東日本塗料 I~童入
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一 ロンドンオリンピックでの日本選手の活躍と凱旋パレードが、昨日のように思い出される。

防水業界ではウレタン防水が躍進し 5万トンを突破。2期連続でトップシェアという金メダルを獲得した。し

かし、特化則による臨検の影響で業界が大きく揺さぶられた年でもあった。

JWMA統合という課題と、特化物対応という山を乗り越えてこそ、ウレタン防水材の更なる発展に繋がるこ

とでしょう。 最後に特別寄稿にこ協力いただきました先生方はじめ委員会メンバーと会員各社にお礼申し上げま

す。

（広報委員長横山淳之輔）

広告索引

（ア行）

［喜
（夕行）

アイレジン（松・ ・ • .．．．．．．．．．．．．．．． ．．．．．． ．．．．．．．．．..34 

旭硝子（株 ・・・・・・・・・・....・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・ 表2,1 

イIヽ ラケミカ）レ（本的..............................10 

AGCボリマー建材（松・・・・・・・・・・・・・・・・・・ 表2,1 

コスミ ック 工業会・・・・・・・・・・・・・・・・・・ ・ ・・・・ ・・ ・・・・ • 7 

サラセーヌ工業会.............................. 1 

全国防水リフレ ッシュ連合会・ ・ ・ • •…• • • •99•43 

第一工業製薬（株・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・..50 

（粉大成イーアンドエル・ ・・・・・ ・・ ・・・ ・ ・・ ・ ・・ ・・・・・・ • 33

（松ダイフレックス・・・ • ...................・・・・表 4

ダイフレックス防水工事業協同組合・・....3 

田島）レーフィング（松・・・・・・・・・・・・・・・・ ・・・•. ．． ． ．．． 4 

ディ ックプルーフィング（扮．．．．．．．．．．．．．．．．．． 2

ディ ッ クプルーフィング工業会・.... • …,.. 2 

東洋紡績（株・・・・・・ ・ ・33 

東京樹脂工業（株・ ・・ ・・・ ・・・・ ・ • . .・ ・・・・・・ ・・ ・・ ・・・・・• •34 

（ナ行） 日新工業（株 ・ ・・・・ •. ．.．．．．．．．．．．． ． ． ． ．．．. ． ．．． ． ．．．．· • 43 

日本特殊塗料（牛分・・．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．． 5 

(） ¥1子） 東日本塗料(t菊・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・50

保士谷バンデックス建材（松・・・・・・…表3,52

（ヤ行） ユープレ ッ クス（株・・ • .．．．．．．．．．．．．． ． ．． ． ．．．．．．．．． 6

横浜ゴム MB ジャ I ゞン（粉・・・・・・ ・ •. ．..．． ．．．．．．． 8 

「ウレタン建材」第36号
平成24年 11月30日発行

一委員長 閥ダイフレックス副委員長 AGCポリマー建材（恥

委 員 田島ルーフィング（株')

I
I
I
I
I
I
 

保七谷バンデックス建材（株）

ユープレックス（恥

横浜ゴム（株）

編集•発行

日本ウレタン建材工業会

〒l03-0005 束京都中央区日本橋久松町 9-2 

日新中央ビル 3F

TEL 03-6206-2753 FAX 03-6661-9034 

製作協カ・広告取扱

株式会社テツアドー出版

〒165-0026 東京都中野区新井 l-34-14

TEL 03-3228-340 l FAX 03-3228-34 l 0 
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セ デ

多：： 二 レとニニニとこニ-；ム
多様性

0ゴンドラ
〇車椅子、ローラースケート

〇植栽

経済性 沖縄 ：屋上全面

〇保護塗料の塗替不要

〇重ね塗りができるので、

改修工事時の既存防水撤去費用が不要

〇軽量であるため躯体の負荷軽減が可能

安心性

〇実 績…平成2年上市200万m以上の実績を
有する駐車場工法「HCバーク」の
ノウハウを踏襲

0高性能…特殊複層構造、高強度、柔軟性

〇露 出…万が一の不具合も発見、補修が容易

Jレ ィ

工程（例：屋上仕様）

①ウレタンプライマー(0.2kg/ni)

②ウレタン防水材(1.5kg/ni)

③高強度ウレタン(2.0kg/ni)

※補強布挿入不要！

※保護塗料不要！

性能

●クラック追従性

⇒複層構造により、30mmの引張りで破断・損傷無し
●耐久性

⇒0. 5~2. 5mmx5,000回の引張りで破断損傷無し
●強靭性

⇒引張強さは汎用ウレタン防水材の2倍以上、下塗り
防水材はJISA6021適合品で総合的に安心感の
ある強靭な塗膜を形成。耐水性にも優れ、緑化など

多目的な対応も可能です。
※上記データは、実験室で行った結果です。

③イ呆土谷バンデックス建材株式会社
HODOGAYA VANDEX CONSTRUCTION PRODUCTS CO.,LTD. 

| http:／／www.hodogayaco.jp/hvc/ 



`mrv""［一
I JISA6021［建築用塗膜防水］ウレタンゴム系高伸長形（旧1類）適合商品 I 

HCエコゴ9レ→9EN
Eシステム

HCエコプルーフENは、

HCエコプルーフを

環境•安全面から進化させた

環境対応型の塗膜防水材です。

シックハウス症候群で規制されている
物質を含んでいません。

シックハウス症候群で規制されている、キシレン、 ト

ルエン、ホルムアルデヒド等を全く使用していない

ため、環境にやさしい材料です。

以下の制度や基準に適合しております。

一「厚生労働省室内化学物質濃度指針値」

「住宅性能表示制度」（住宅の品質確保の促進に関する法律）

「建築基準法」
-5℃でも翌日硬化します。

厳冬期においても翌日には硬化する優れた速硬化性を備

えています。促進剤の使用により夏季には1日2工程も可
能なため、「HCエコプルーフEN」なら年間を通じて工期
短縮に貢献します。

「学校環境衛生の基準」（文部科学省）

「NUK（日本ウレタン建材工業会）環境対応システ

「ホルムアルデヒド放散等級F*

⑧i辻谷バンデックス建材株式会社
HODOGAYA VANDEX CONSTRUCTION PRODUCTS CO.,L TD. 

http://www.hodogaya.eo.jp/hvc/ 

プライマー ウしクン

プライマー ウレタン

10℃の場合の施工例

ウレタン ト973-}

ウレタン

汎用ウレタン
の湯合

トップコート

本社 ・東京支店 〒104-0028 東京都中央区八重洲二丁目 4番 1号常和八重洲ビル
云03-5299-8170（イサ FAX03-5299-8275 

大阪支店合06-6203-4651 札幌営業所 :!l:011-281-0151 名古屋営業所云052-571-4208
新南陽営業所も0834-61-3658 福岡営業所合092-481-6272 開発研究所合045-521-1325
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（ ウレタン防水新時代）
DYFLEX 

特定化学物質無配合
1成分形ウレタン塗膜防水材

rご雪色］

株式会社ヲィフじ'I~ス
〒163-0825
東京都新宿区西新宿2-4-1新宿NSビル25F私書箱第6086号
TEL.03-5381-1555 FAX.03-5381-1566 




